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初登庁をする市長

　

こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
持
に
よ

り
再
度
、
市
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に

し
っ
か
り
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
実
現
の
た
め
、

誠
心
誠
意
、
市
民
の
た
め
に
仕
事
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に

ど
の
よ
う
な
地
域
に
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち

に
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う
か
た
ち
で
市
民

の
皆
様
に
お
示
し
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
人
ま
ね
で
な
い
、
志
布
志

し
か
で
き
な
い
、
志
布
志
の
特
性
を
生
か

し
た
、
独
自
性
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
共

感
を
い
た
だ
き
、
市
民
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
ま
ず
小
さ
な
成
功
か
ら
、
で

き
る
こ
と
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
つ
な
が
り
が

あ
る
大
き
な
実
績
へ
持
っ
て
い
く
。
粘
り

強
く
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、
み
ん
な
が
、
自
信
と
達
成
感
を
持

ち
、
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
上
記
の
３
つ
の
大
き
な
柱
を

中
心
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
輪

が
協
奏
す
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
賑
わ
い
の
中
心
で
あ
る

「
ま
つ
り
」
に
つ
き
ま
し
て
も
一
生
懸
命

取
り
組
み
を
し
な
が
ら
年
間
１
０
０
万
人

の
入
込
観
光
客
が
達
成
で
き
る
ま
ち
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
実
現
で
き
れ
ば
、
そ
こ
に

は
市
独
自
の
福
祉
の
施
策
が
あ
り
、
教
育

が
あ
り
、文
化
向
上
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
は「
日
本
一
の
ま
ち
に
し
た
い
」

と
い
つ
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
こ
の
実
現
は
決
し
て
夢
で
は
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
人
類
の
有
史
以
来
、
絶
え
ず

様
々
な
こ
と
に
つ
い
て
夢
を
抱
き
、
そ
の

夢
の
実
現
を
す
る
た
め
の
努
力
を
続
け
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

狩
猟
民
族
は
食
糧
を
得
る
の
に
不
安
定

な
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
農
耕
を
手
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
こ
と
を
確
実
で
簡
単
に
す
る
た
め

に
、
人
類
は
様
々
な
道
具
を
開
発
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
知
的
探
求
心
か
ら
様
々
な

分
野
に
進
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
は
、
宇
宙
に
ま
で
進
出

し
、
ハ
イ
テ
ク
・
ナ
ノ
テ
ク
・
バ
イ
オ
・

原
子
力
そ
し
て
遺
伝
子
組
換
え
・
生
体
移

植
、
今
や
神
の
領
域
と
言
わ
れ
る
分
野
に

ま
で
人
類
は
、
そ
の
夢
の
実
現
を
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

時
代
に
人
類
の
英
知
を
い
ま
十
分
に
受
け

継
い
で
お
り
、
そ
の
能
力
が
発
揮
で
き
る

存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
そ
の
人
類
の
英
知
と
結
集
か
ら
す

れ
ば
志
布
志
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
た
易
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
「
志
」
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

の
実
現
は
決
し
て
不
可
能
な
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
努
力
を
続
け
る
こ
と
は
、
と
て

も
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「
念
ず
れ
ば
花
開
く
」
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
心
の
中
に
あ
る
「
志
」
の
芽
を

育
て
て
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を
目

標
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
と
も
に
日
本
一
の
ま
ち
に
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

志
布
志
市
長　
　

本
田　

修
一

任期満了に伴う志布志市長・市議会議員選挙が、1 月 24 日告示、1 月 31 日投票で行われました。
開票の結果、志布志市長に本田修一氏が再選しました。

２この地域の農畜水産物を安心安全、本物
というキーワードで表現できるような

ものにしていきます。そして、それぞれの分
野で日本一を目指します。その結果、差別化
された商品として取引されるようになります。
そのためにブランド推進課を立ち上げます。

３志布志市とはどんな所なんだろう、ど
んな人たちがいるんだろう、どんなや

り方をしているんだろうと日本全国からたく
さんの人が訪れるまちにしたいと思います。
多くの人が訪れることで志布志市はさらなる
発展を続けていきます。

１公共事業の削減が進む中、志布志港を
中心とする事業を確実に推進し、今後

もその基幹産業に従事する人々の生活が維持
できるような取り組みを行います。また、港
の整備を進めることで更なる物流の拠点とし
て志布志港が機能します。

「志」あふれるまちづくりに向けて
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■問い合わせ先　教育委員会	生涯学習課　Tel	472-1111（内線 333）　教育委員会情報ネット
　
「
み
ん
な
で
学
び　

共
に
輝
く　

ま
ち
づ
く
り
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
平
成
21
年
度
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
２
月
20
日
・
21
日
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
20
日
の
生
涯
学
習
推
進
大
会
は
、
田
之
浦
子

ど
も
神
楽
の
神
楽
舞
で
幕
を
開
け
、
教
育
功
労
者
や
23
人
の
子
ほ
め
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　

学
習
発
表
で
は
、
子
ほ
め
の
表
彰
者
の
体
験
発
表
、
松
山
小
６
年
生
の
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
舞
台
発
表
の
ほ
か
、
有
明
中
合
唱
部
が
す
ば
ら
し
い
歌

声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
青
少
年
山
形
研
修
の
成
果
発
表
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

の
体
験
発
表
が
行
わ
れ
、
生
涯
学
習
講
座
か
ら
は
、
通
山
総
合
講
座
、
お
茶

の
間
筋
ト
レ
講
座
、
三
線
講
座
、
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座
が
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
『
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
教
師
に
な
る
』
～
い

じ
め
、
引
き
こ
も
り
、
天
涯
孤
独
の
絶
望
を
乗
り
越
え
て
～
と
題
し
た
宮
本

延
春
さ
ん
の
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
で
は
、
自
身
の
体
験
を
通
し
た

夢
と
希
望
と
感
動
を
与
え
る
話
に
会
場
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

21
日
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
生
涯
学
習
講
座
で
学
ん
だ
一
年
間

の
学
習
発
表
や
第
１
回
志
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
発
表
、
花
い
っ

ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
・
つ
け
も
の
名
人
コ
ン
ク
ー
ル
・
笑
顔
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
な
ど
、
舞
台
と
客
席
が
一
体
と
な
り
、
楽
し
い
生
涯
学
習
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

唄
っ
て
踊
っ
て
笑
っ
て
泣
い
た
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
レ
ッ
ツ
ビ

ギ
ン
（
さ
ぁ
！
始
め
よ
う
）
笑
外
楽
集
！

ウドンがあと１つよ～　名物おふくろ亭

バッチリ決まりました うまく弾けたかな？ 今年も大盛況のバザーでした 私はこのつけものが一番かなっ

志エッセイ大賞の発表です 長年の功績に感謝

３人の息もピタリ

志布志酒造り小唄の初披露です どれもこれも可愛い作品です

何が出来るかなぁ？

今日の感激一生忘れません

300 人の子どもを代表し 23 人のキラリと個性を表彰

息のあった田之浦子ども神楽 すばらしい歌声の有明中合唱部 夢と希望と感動を与えた宮本延春さん

さぁいっしょに３Ｂ体操！ 息もぴったりの三線 ソーラン・ソーラン元気一杯の松山小

～みんなで学び　共に輝く　まちづくり～

平成２１年度　生涯学習フェスティバル

フラガール登場 ヨイヤサ～ヨイヤサ～元気いっぱいでした 会場を笑いの渦に包みこんだ「おもしろ舞踊」 レッツダンス 力作ぞろいの一閑張 早く　そして綺麗に鏡を見ない着付方

一糸乱れず

名物お○さんも登場して会場を盛り上げました
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全国から 1,862 通の応募がありました



■「文化会館のエレベーター棟増築工事」のお知らせ　現在、文化会館ではエレベーター棟増築工事を行っており
ます。施設の休館はありませんが、工事期間中のご理解方をお願いいたします。（工事終了予定３月下旬）図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせんお話し会（読み聞かせ会） 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会） 14 時〜

新刊案内
■アイム・ファイン	　　　　　　　浅田次郎	著

チュニジアで熱波に遭い、ラス
ベガスに遊び西安を逍遥す…。
世界を東奔西走する著者が、書
斎の内外で起こる爆笑と副音の
日々を綴る。JAL グループ機内
誌『SKYWARD』
掲載に加筆・修正。

■それでも八ﾂ場ダムはつくってはいけない
　宮原田綾香	著

八ﾂ場ダムを見つづけたジャー
ナリストが、ダム建設の歴史、
反対運動の変遷、ダム建設によ
る地域コミュニティの変容など
を分析。ムダな公共事業をなく
せない、この国のあり方に鋭く
斬り込む。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「若い人に贈る読書のすすめ」

今月のテーマ図書
「はるのえほん」

休館日カレンダー（本館）
March　3 月

日 月 火 水 木 金 土
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 April　4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

○

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」

○

おはなし会（読み聞かせ会）
松山分館　３月１３日（土）午後２時～
安楽分館　３月１３日（土）午前１０時３０分～
本　　館　３月２７日（土）午後２時～

○

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図書館まつり、賑わう

　２月 20 日・21 日の両日、市立図書館本館で図書館ま
つりを開催しました。
　20 日はお話し会、21 日はブックマーケット、また館内
では読書感想文・感想画や手作り絵本の展示も行い、多
くの読書ファンで賑わいました。

○
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○

■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

平成２１年度 志布志市文化教養講座

「桜井亜木子」トーク＆薩摩琵琶演奏会
～その奥深き魅力に迫る～

◎日時　２０１０. ３/ １７（水）
　　　１８：３０～
◎会場　志布志市文化会館
　　　　　　　　※入場無料

■桜井亜木子プロフィール♪
鶴田流薩摩琵琶奏者
東京音楽大学音楽学部音楽教育学科に在籍中に薩摩琵琶を田中之雄氏に師事。
2000 年	京都六波羅蜜寺「御開帳行事」にて演奏
2001 年	ブタペスト	ジャパンフェスティバルにて演奏
2003 年	石原都知事考案による、大道芸ライセンスを取得する。
2004 年	小椋	佳「歌談の会」バンドメンバーの一員として全国演奏活動を開始する。
NHK	FM「ザッツ邦楽レボリューション」に出演、小椋	佳コンサートのメンバーとしても活躍。
現在は国内外問わず演奏活動中。またスタジオレコーディングにも参加。
古典はもとより、日本の音を取り入れ、新しい琵琶音楽をめざしている。
新進気鋭の女性奏者で、ユニット「サクラプロジェクト」のメンバーとして活躍中。

■主催：志布志市教育委員会　■共催：志布志市文化協会連絡協議会／志布志市生涯学習推進委員会
■問い合わせ先　志布志市教育委員会生涯学習課　℡ 472 － 1111（内線 333）

「
第
45
回
日
本
琵
琶

コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位
」

図書館 の本は、市民の大事な財産です。図書資
料を紛失したり、破損等のないよう大切
に利用しましょう！

※紛失したり、破損等があった場合は、必ず窓口にご相談ください。
※貸出を受けたときは、貸出冊数・貸出期限をご確認ください。

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教育委員会情報ネット

■チケットは下記のプレイガイドにて好評発売中です。
　志布志市文化会館／島津／イープラス（http://eplus.jp）
　ＦａｍｉｌｙＭａｒｔ／チケットぴあ（Pコード 343-484）
　ＬＡＷＳＯＮ／ローソンチケット（Lコード 86743）
■問い合わせ先　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050

さだ まさし

志布志市市制 5 周年記念事業 しぶしの日記念公演

アコースティック
コンサート

世代を超えて愛されるアーティスト、さだまさし。
美しい音楽と楽しいトークでステージを展開します。
さだのコンサートで、心を元気にしてください。

志布志市文化会館
18:00 開場　18:30 開演

全席指定 \7140（税込）※ 6 歳未満入場不可

チケット

好評発売中！

2010年 4 月 15日（木）
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捨てられたごみたちの「叫び⑩」
写真・文　環境省環境カウンセラー
志布志市環境アドバイザー　窪健一氏

タイトル　「悔しい」

「ごみから考える環境問題」

ごみは、人類の歴史とともに誕生しはや数千年の年月
が過ぎ去りました。つい百数十年前までは、自然と

ともにあり、自然の中に帰っていくものばかりでした。
　20 世紀に大量生産、大量消費、大量廃棄の社会の中、
突然変異ともいえる速度と広がりで、ごみは現代社会を
おびやかしています。ごみは人間の手で生み出される。
ごみを減量に至らしめることができるのも私たち人間し
かいません。
　レジ袋は 1970 年代に登場し、いまや日本全体では年
間、約 300 億枚も消費されています。
　レジ袋 300 億枚を作るために必要な石油をお金に換算
すると約 40 億円となります。
　志布志市も平成 21 年 10 月からレジ袋有料化の取り
組みをしています。「減らす」ということは、地球にや
さしいことですね。エネルギーを大量に使い、モノを大量につくり、ごみとして大量に捨てる。そんな生活
はもうおしまいです。これからは様々なコトやモノを減らしていかなくてはなりません。
　エネルギーの利用を、水の利用を、ごみを、そして地球温暖化を加速させる CO2 を減らす。地球にこれ以
上のストレスやダメージを与えないように、このような「減らす」生活へシフトすることが求められています。

地
下
水
を
考
え
る

　

皆
さ
ん
、
地
下
水
を
身
近
に
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
市
内
の
多
く
の
家
庭

の
蛇
口
か
ら
出
て
く
る
水
は
地
下
水
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
地
下
水
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
下
水
は
雨
水
が
地
面
に
浸
透
し
て
生

ま
れ
ま
す
。
地
面
の
土
砂
の
30
㌫
は
隙
間

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
浸
透
し
た
水
は
そ

の
隙
間
を
通
っ
て
少
し
ず
つ
下
へ
い
き
ま

す
。
周
り
の
隙
間
が
全
部
水
で
埋
ま
っ
た

場
所
は
地
下
水
面
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
井

戸
を
掘
り
利
用
し
て
い
ま
す
。
地
下
水
の

流
れ
は
非
常
に
遅
い
た
め
、
様
々
な
地
層

か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
な
ど
の
物
質
が
地
下

水
に
溶
け
込
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
水
質

は
雨
が
浸
み
こ
ん
だ
地
質
に
影
響
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
全
国
的
に
都
市
化
が
進

み
、地
面
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
に
覆
わ
れ
、

雨
水
が
浸
透
で
き
ず
に
地
下
水
量
が
減
少

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
規
模
事
業
所
に
よ
る
大
量
の
地
下
水
の

汲
み
上
げ
に
よ
る
地
下
水
量
の
減
少
や
地

盤
沈
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
質
の
問
題
と
し
て
は
、
硝
酸
性

窒
素
汚
染
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
硝
酸
性

窒
素
は
、
農
地
へ
の
施
肥
、
畜
産
排
泄
物
、

生
活
排
水
な
ど
に
含
ま
れ
て
お
り
、
一
度

汚
染
さ
れ
る
と
浄
化
す
る
た
め
に
は
長
期

間
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
国
で
は
、
こ
の
汚
染
対
策
に
つ
い
て
浄

化
技
術
等
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
で
は
、地
下
水
の
ヒ
素
汚
染
が
あ
り
、

そ
の
地
下
水
を
飲
料
水
と
し
て
利
用
し
て

い
る
住
民
に
大
変
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
は
新
た
な
水
道
水
源

の
確
保
が
急
務
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
等
の
原
因
に
よ
っ
て
降
雨
量
が

減
少
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
雨
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
地
下
水
の
減
少

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域

に
と
っ
て
は
、
井
戸
が
枯
れ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
も
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

地
下
水
は
、
飲
料
用
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
食
料
生
産
、
工
業
な
ど
様
々
な
分
野

に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

雪
の
多
い
地
方
で
は
、
地
下
水
を
使
っ
て

雪
を
解
か
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
に

は
、
本
市
に
お
い
て
も
、
地
下
水
の
実
態

調
査
を
環
境
省
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
本
市
の
地
下
水
を
知
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
な
り
、
今
後
は
こ
の
調
査

結
果
を
基
に
様
々
な
地
下
水
保
全
対
策
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
下
水
は
、
人
間
を
含
め

た
生
物
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
物
で

す
。
私
た
ち
は
地
下
水
を
取
り
巻
く
環
境

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
同
時
に
、今
あ
る
水
を
大
切
に
思
い
、

大
切
に
利
用
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
各
家
庭
で
出
来
る
節
水

な
ど
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
始
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

　

国
定
公
園
と
は
景
観
に
す
ぐ
れ
、
す
ば

ら
し
い
自
然
が
残
っ
て
い
る
と
し
て
、
国

が
定
め
た
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
志
布
志

市
の
砂
浜
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
の
た
め

に
上
陸
し
た
り
、
ま
た
希
少
な
野
生
動
植

物
が
生
息
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
公
園
区
内
に

お
い
て
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
地
域

住
民
が
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
砂
浜
を
守
る
た
め
、
毎
日
清
掃

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
方
々
が
い
ま

す
。
自
分
の
こ
と
だ
け
考
え
る
の
で
は
な

く
、
他
人
を
思
い
や
り
、
き
れ
い
な
砂
浜

を
子
供
た
ち
の
未
来
に
残
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

国定公園を大切にしましょう！
皆さんご存知でしょうか？私たちのまちの面する志布志湾（日南海岸）は、すべて国定公園に指定されています。

国定公園内で下記の行為は許可が必要になります！
・鉱物や土石の採取 ・車等の乗り入れ ・火入れ又は焚き火

車の乗り入れはやめましょう！

ごみの焼却はやめましょう！ ごみを捨てない！

皆さんの協力できれいな海岸を取り戻しましょう！

窪健一氏
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曽於市

串間市

ＪＲ志布志駅
至宮崎

大崎町

志布志
エリア
志布志
エリア

有　明
エリア
有　明
エリア

松　山
エリア
松　山
エリア

65

65

63

109

523

512 513

3

269

220

そ
お
街
道

そ
お
街
道

志布志湾

110

499

N
e
w

s
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安
楽
山
宮
神
社
春
祭
り　
　
　
　

①

　

2
月
13
日
に
安
楽
山
宮
神
社
で
、
2
月

14
日
に
安や

す
ら楽
神
社
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

2
月
13
日
は
、
お
田
植
行
事
や
浜
下
り

な
ど
の
神
事
の
ほ
か
正
月
踊
り
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
安
楽
校
区
内
の
9
つ
の
自

治
会
を
踊
り
回
る
「
庭
回
い
」
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

2
月
14
日
は
「
庭
回
い
」
の
後
、
午

後
か
ら
安
楽
神
社
で
「
打
植
祭
」
が
行

わ
れ
、
そ
の
な
か
で
「
田
打
ち
」「
牛
使

い
」「
種
蒔
き
」「
田
植
え
舞
」「
田
の
神

参
拝
」
等
の
あ
と
、名
物
の
「
カ
ギ
ヒ
キ
」

が
行
わ
れ
、
最
後
に
正
月
踊
り
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
2
日
間
は
こ
の
地
域
は
春
祭
り
一

色
に
な
り
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今年の豊作を田の神どんに尋ねる公民館長

厳
か
に
故
人
を
見
送
り
ま
し
た　

　

２
月
16
日
、
市
文
化
会
館
で
志
布
志
市

名
誉
市
民
で
1
月
15
日
に
永
眠
さ
れ
た
故

﨑
田
三
男
氏
の
市
葬
が
営
ま
れ
、
﨑
田
氏

の
親
族
や
関
係
者
な
ど
約
４
５
０
人
が
参

列
し
ま
し
た
。

　

﨑
田
氏
は
昭
和
42
年
か
ら
８
期
32
年

間
、
志
布
志
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ

れ
、
そ
の
間
、
町
議
会
議
長
を
16
年
間
務

め
ら
れ
、
現
在
の
志
布
志
市
発
展
の
礎
を

築
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
12
年
に
は
勲
五
等
双
光
旭

日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
献
花
で
は
、
多
く
の
市
民
が
哀
悼

の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
﨑
田
氏
の
ご

活
躍
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

多くの方が故人の冥福を祈りました

～４月２４日はしぶしの日～～４月２４日はしぶしの日～
し ぶ   し

掲げましょう　大きな志

私たちのまち　志あふれるまち
こころざし

一
足
早
い
春
の
訪
れ　

ダ
ゴ
祭
り
②

　

２
月
７
日
、
田
之
浦
山
宮
神
社
で
県
内

で
一
番
早
い
春
祭
り
と
い
わ
れ
る
「
ダ
ゴ

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
願
す

る
農
耕
の
祭
り
（
予
祝
行
事
）
で
、
現
在

は
毎
年
２
月
の
第
１
日
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
同
校
区
の
10
自
治
会
と
田
之

浦
小
学
校
、
そ
し
て
今
年
初
め
て
参
加
し

た
田
之
浦
中
学
校
の
計
12
本
の
稲
穂
に
見

立
て
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
「
ダ
ゴ
花
」

が
お
宮
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
宮
前
の
広
場
で
は
、
同
神
社
に
伝
わ

る
神
舞
の
う
ち
６
段
が
山
宮
神
社
神
楽
保

存
会
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
之
浦
山
宮
神
社
神
舞
は
、
平
成
３
年

３
月
22
日
に
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
神
舞
が
終
わ
る

と
、
飾
ら
れ
て
い
た
ダ
ゴ
花
が
境
内
に
運

ば
れ
、
多
く
の
見
物
人
が
我
先
に
と
手
を

伸
ば
し
ダ
ゴ
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ダ
ゴ
を
食
べ
る
と
１
年
間
無
病
息
災
に

過
ご
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ダ
ゴ
祭
り
に
先
立
ち
、
２

月
５
日
、
田
之
浦
中
学
校
で
1
・
2
年
生

の
生
徒
17
人
が
、
地
元
の
高
齢
者
の
指
導

で
ダ
ゴ
花
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
竹
を

削
っ
た
り
、
ダ
ゴ
花
用
の
団
子
を
作
っ
た

り
し
ま
し
た
。

　

2
年
生
の
宮
谷
涼
平
さ
ん
は
「
竹
を
削

る
の
は
難
し
か
っ
た
。
今
後
も
こ
の
祭
り

は
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

１
日
も
早
く
立
派
な
自
衛
官
に
！

　

３
月
５
日
、
有
明
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
21
年
度
自
衛
隊
入
隊
者
壮

行
会
が
行
わ
れ
、
新
入
隊
し
た
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
長
の
ほ
か
に
海
上
自
衛
隊

鹿
屋
航
空
基
地
第
１
航
空
群
司
令
部
首
席

幕
僚
等
が
「
真
の
紳
士
に
し
て
真
の
武
人

た
れ
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
入
隊
者
を
代
表
し
て
、
安
留
健

人
さ
ん
（
有
明
町
山
重
）
が
「
自
衛
官
、

ま
た
、
社
会
人
と
し
て
少
し
で
も
早
く
先

輩
に
追
い
つ
く
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

壮
行
会
を
終
え
た
皆
さ
ん
は
３
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
各
地
の
教
育
隊
に
着
任
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

自衛官としての一歩を踏み出す皆さん

鹿児島県指導林家に認定

　２月３日、横峯重雄さん（志布志
町帖）が県指導林家に認定されまし
た。これは、地域の模範となる林業
経営や森林管理を行っている方を対
象に認定されるもので、横峯さんが
これまで林業振興に多大な貢献を果
たされた実績から認定されました。
　今後も指導林家として森林・林業
に関する知識・技術の普及啓発や林
業教育への支援等地域の林業の振興
にさらなる貢献をされることが期待
されます。

認定を受けた横峯さん

植
樹
祭
で
表
彰
を
う
け
ま
し
た

　

２
月
６
日
財
部
町
で
行
わ
れ
た
植
樹
祭

で
「
森
の
名
手
・
名
人
」
に
中
川
式
司
郎

さ
ん
（
有
明
町
伊
﨑
田
）
が
、
認
定
を
受

け
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
の
名
手
・
名
人
」
と
は
森
や
山
に

関
わ
る
生
業
の
う
ち
、
優
れ
た
技
を
も
っ

て
そ
の
業
を
極
め
、
他
の
技
術
・
技
能
者

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
達
人
を
㈳
国
土
緑

化
推
進
機
構
が
実
施
主
体
と
な
り
認
定
す

る
も
の
で
す
。
中
川
さ
ん
は
自
ら
所
有
す

る
ク
ヌ
ギ
林
の
整
備
を
は
じ
め
、
安
定
的

な
し
い
た
け
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
高
品
質
の
し
い
た
け
を
生
産

す
る
た
め
の
林
内
栽
培
に
力
を
注
ぎ
、味
・

香
り
・
形
の
優
れ
た
し
い
た
け
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
し
い
た
け
栽
培
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
回
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
同
様
に
吉
田
一
虎
さ
ん
（
有
明
町

伊
﨑
田
）
の
し
い
た
け
が
「
か
ご
し
ま
の

農
林
水
産
物
認
証
」
を
受
け
た
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
生
産
者
の
安
心
・
安
全
な
農
林

水
産
物
を
生
産
す
る
取
り
組
み
を
消
費
者

に
正
確
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
鹿
児
島

県
で
独
自
に
基

準
を
設
け
認
定

す
る
も
の
で
、

吉
田
さ
ん
の
し

い
た
け
が
基
準

を
ク
リ
ア
し
今

回
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

森の名手・名人の認定を受けました

認定証を受ける吉田さん

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑫

⑪

⑬

ユーモラスな掛け合いの田の神どんの神舞

地元の高齢者の指導のもとで竹を削る生徒
2010.3 ■市報しぶし　10
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左
の
地
図
の
番
号
は
「
ま
ち
の
話
題
」
の
記
事
の
あ
っ

た
場
所
を
表
し
て
い
ま
す
。
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第
一
回
田
之
浦
校
区
文
化
祭　
　

⑥

　

2
月
14
日
、
田
之
浦
小
学
校
で
、
子
ど

も
た
ち
や
校
区
の
方
々
の
発
表
を
多
く
の

方
に
も
見
て
も
ら
お
う
と
、
第
一
回
校
区

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
１
２
０
人
程
の
方

が
同
校
体
育
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
昨
年
の
市
音
楽
発
表

会
で
披
露
予
定
だ
っ
た
全
校
合
唱
「
田
之

浦
賛
歌
」「
田
之
浦
音
頭
」
の
ほ
か
、
子

ど
も
神
楽
、
全
校
劇
等
た
く
さ
ん
の
演
目

を
表
現
豊
か
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

全
校
劇「
田
之
浦
村
四
つ
の
冒
険
」で
は
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
、
気
持
ち
の
込
も

っ
た
台
詞
や
演
技
を
披
露
し
、
ひ
と
き
わ

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
区
の
方
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

や
生
き
が
い
大
学
舞
踊
、
郷
土
芸
能
「
ぜ

ん
ぐ
い
ま
」
等
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大きな拍手が沸き起こった全校劇「田之浦村四つの冒険」

山
重
小
学
校
で
そ
ば
ま
つ
り　
　

⑦

　

１
月
31
日
、
山
重
小
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

全
児
童
に
よ
る｢

ソ
バ
打
ち
・
試
食
会｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
重
小
で
は
平
成
６
年
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

事
業
の
一
環
と
し
て｢

種
蒔
き｣

｢

刈
り

取
り｣

｢

実
落
と
し｣

等
の
一
連
の｢

そ

ば
作
り｣

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
体

験
活
動
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
年
は
好
天

に
恵
ま
れ
、
約
15
㌃
の
畑
に
、
75
㌔
ほ
ど

の
そ
ば
粉
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
保
護
者
や
児
童
、
学
校

職
員
１
１
０
人
が
集
ま
り
、
地
域
の
篠
原
ス

ミ
ノ
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
そ
ば

を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
読
み
聞
か
せ
等
で

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
を

招
待
し
て
試
食
会
も
行
い
ま
し
た
。

お
楽
し
み
会
で
交
流　
　
　
　
　
　

　

2
月
28
日
、
市
文
化
会
館
で
牧
之
原
養

護
学
校
志
布
志
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
楽
し
み
会

が
行
わ
れ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
や
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
志
布
志
市
と
大
崎
町
か
ら
牧

之
原
養
護
学
校
の
小
学
部
、
中
学
部
、
高

学
部
に
通
う
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族

が
、
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
で
は
、
大
村
恵
子

さ
ん
の
指
導
の
も
と
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
し
た
り
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛
ば
し

た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
牧
真
紀
さ
ん
は
「
と

て
も
楽
し
く
交
流
を
図
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
こ
の
よ
う
な
会
を
継
続
し
て
、
家
族

間
で
の
情
報
交
換
等
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ミュージックケアを楽しむ参加者

2
分
の
1
成
人
式　
　
　
　
　
　

④

　

2
月
に
は
市
内
の
多
く
の
小
学
校
で
2

分
の
1
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
4
年
生
の
児
童
が
ち
ょ
う
ど
10
歳
と

い
う
節
目
の
年
齢
に
な
り
、
親
子
で
そ
の

成
長
を
喜
び
、
将
来
に
向
け
て
志
を
新
た

に
し
よ
う
と
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
13
日
、
蓬
原
校
区
青
少
年
館
で
、

校
区
公
民
館
主
催
で
21
人
の
児
童
が
出
席

し
て
2
分
の
1
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
の
手
紙
交
換
で
は
こ
れ
ま
で
の
10

年
を
振
り
返
る
内
容
に
思
わ
ず
涙
ぐ
む
保

護
者
も
い
て
心
温
ま
る
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

ケ
宇
都
蓮
弥
さ
ん
は
「
育
て
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
は
で
き
る
だ

け
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と

感
謝
の
手
紙
を
読
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。

親子で手紙の交換をしました

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
⑤

　

２
月
21
日
、
第
４
回
志
布
志
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

 　

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者

の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
約
60
人
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
５
チ
ー
ム
対
抗
で
輪
入

れ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
玉
入
れ
等
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
優
勝
を
目
指
し
て
力
を
合
わ

せ
、初
め
て
の
競
技
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ボーリング競技に挑戦する参加者

お
茶
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業　
　
　

⑨

　

２
月
17
日
、
森
山
小
学
校
で
、
５
・
６

年
生
の
７
人
を
対
象
に
、
お
茶
と
の
ふ
れ

あ
い
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
茶
生
産
の
実
情
や
日
本
の
伝

統
文
化
と
し
て
の
茶
に
対
す
る
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

本
市
茶
業
後
継
者
組
織
「
若
葉
会
」
の
指

導
の
も
と
「
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
教

室
」
と
し
て
、
急
須
を
使
っ
た
給
茶
の
実

習
の
ほ
か
、
茶
に
つ
い
て
の
知
識
や
県
内

の
生
産
状
況
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

有
明
・
松
山
地
区
で
は
茶
の
生
産
が
盛

ん
で
す
が
、
志
布
志
地
区
の
中
山
間
地
域

で
は
、
馴
染
み
が
薄
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
「
家
で
、
親
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
み

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

若葉会の指導を受ける子どもたち

親子でそば打ちに挑戦しました

警
察
犬
の
訓
練
を
見
学　
　
　
　

③

　

３
月
２
日
、
尾
野
見
小
学
校
で
、
小
学

校
児
童
と
さ
ゆ
り
保
育
所
の
園
児
が
参
加
し

て
、
警
察
犬
指
導
員
に
よ
る
嘱
託
警
察
犬
と

訓
練
犬
の
訓
練
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
持じ

ら
い来
訓
練
（
投
げ
た
も
の

を
持
っ
て
く
る
）
や
足
跡
追
及
訓
練
な
ど

の
警
察
犬
と
し
て
の
基
本
的
な
訓
練
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

臭
気
選
別
で
は
、
先
生
や
子
ど
も
た
ち

の
持
ち
物
の
臭
い
か
ら
手
に
し
た
ガ
ー
ゼ

を
当
て
る
と
、
見
学
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

5
年
生
の
隈
元
秀
樹
さ
ん
は
「
犬
の
嗅

覚
の
凄
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
き

な
犬
が
き
ち
ん
と
飼
い
主
の
言
う
こ
と
を

聞
く
の
も
凄
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

警察犬の訓練風景を見学する児童

食
べ
物
の
こ
と
に
つ
い
て
学
習　

⑧

　

市
で
は
「
食
べ
物
の
成
り
立
ち
や
命
に
つ

い
て
、
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
な
ど
生

活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
話
」「
食
材
を
見
る
・

触
れ
る
」「
作
っ
て
食
べ
る
」「
人
と
の
交
流
」

を
通
し
て
、
子
ど
も
の
食
事
に
対
す
る
意
欲

や
関
心
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
年

間
10
か
所
の
保
育
園
で
「
ふ
れ
あ
い
食
体
験

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
29
日
、
西
光
保
育
園
で
開
催
さ
れ

た
食
育
事
業
で
は
、
栄
養
士
が
本
物
の
食

材
や
、米
・
わ
か
め
・
魚
の
模
型
等
を
使
い
、

食
べ
物
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紙
芝
居
等
で
生
活
リ
ズ
ム
や
「
い

た
だ
き
ま
す
」
の
意
味
に
つ
い
て
学
び
、
そ

の
後
子
ど
も
た
ち
は
、
米
の
研
ぎ
方
を
教
わ

り
、
自
分
た
ち
で
研
い
だ
お
米
や
出
し
汁
を

使
っ
た
雑
炊
を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

食生活改善推進員と初めての米とぎに挑戦する園児

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と日曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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志
布
志
町
女
性
大
会

　

２
月
14
日
、
市
文
化
会
館
で
『
第
24
回

志
布
志
町
女
性
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

人
権
尊
重
を
基
本
理
念
と
し
て
、
男
女

共
同
参
画
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、
各
種
女
性
団
体
か
ら
約
１
５
０
名
が

集
い
、「
老
い
の
見
方
と
受
け
止
め
方
」

と
題
し
て
、
東
京
都
に
あ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
総
合
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
鳥

ち
ょ
う
か
い海
房ふ

さ
え枝
先
生
の
講
演
等
が
あ
り

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
志
布
志
運
動
公
園
ふ
れ

あ
い
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

行
わ
れ
、
会
員
相
互
の
健
康
増
進
と
ふ
れ

あ
い
を
図
る
と
と
も
に
、
女
性
の
団
結
力

と
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、
24
チ
ー
ム

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今年で24回目を迎えた志布志町女性大会の開会式の様子

中
之
内
氏
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

平
成
21
年
11
月
３
日
、
選
挙
制
度

１
２
０
周
年
の
記
念
の
年
に
、
多
年
民
主

政
治
の
確
立
と
選
挙
の
啓
発
運
動
に
努
力

し
、
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
に

対
し
表
彰
が
あ
り
、
本
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
の
中
之
内
操
委
員
長
が
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 　

中
之
内
委
員
長
は
、
旧
有
明
町
時
代

か
ら
通
算
21
年
余
り
に
わ
た
り
、
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
と
し
て
、
選
挙
の
管
理
執

行
に
精
励
さ
れ
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を

遺
憾
無
く
発
揮
さ
れ
、
公
正
な
選
挙
執
行

と
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
健
全
な
運
営
に

努
力
を
重
ね
ら
れ
、
明
る
く
、
正
し
い
選

挙
実
現
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

市役所で報告を行う中之内さん

曽
於
チ
ー
ム
総
合
4
位
で
ゴ
ー
ル

　
　

第
57
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
（
南
日
本
新
聞
社
主
催
）

が
、２
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
曽
於
チ
ー
ム
は
総
合

４
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
5
人
の
選
手
が
出
場
し
、

３
日
目
９
区
で
坂
中
省
章
選
手
が
区
間
賞

を
獲
得
す
る
な
ど
曽
於
チ
ー
ム
総
合
4
位

の
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

郷
土
入
り
の
4
日
目
は
、
2
区
の
増
田

悠
大
選
手
、
５
区
の
田
中
君
幸
選
手
、
7

区
の
橋
口
貴
之
選
手
が
出
走
し
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
一
生
懸
命
走
り
ぬ
き
チ
ー
ム

に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
小

旗
を
振
り
鳴
ら
し
全
て
の
力
走
す
る
選
手

に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
鮎
川
俊
一
選
手
は
「
市

民
の
皆
さ
ん
の
心
強
い
応
援
を
背
に
若
い

高
校
生
を
社
会
人
が
盛
り
立
て
て
、
5
日

間
走
り
ぬ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年

も
皆
さ
ん
に
夢
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
走
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」　

と

力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
地
域
女
性
連
絡
協
議
会
に
よ

り
、
伊
﨑
田
中
継
所
で
は
、
手
作
り
そ
ば
・

お
に
ぎ
り
・
焼
き
芋
等
、
志
布
志
中
継
所

で
は
、
ガ
ネ
・
お
に
ぎ
り
等
の
志
の
お
も

て
な
し
が
あ
り
、
選
手
や
大
会
関
係
者
に

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
ま
た
、
沿
道
か
ら
選
手
に
熱
い
声
援

を
送
ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

田中君幸選手増田悠大選手

地元志布志市で子どもたちの声援を受けて力走する橋口貴之選手（伊﨑田小学校前）

春の足音を響かせながら・・・
選手のみなさん感動をありがとう！
～第 57 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会開催～

※ 

２
月
に
行
っ
た
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、
む
し
歯

も
処
置
歯
も
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

有
ゆ き や

希矢ちゃん 琳
た ま き

生ちゃん 聖
せ い ら

空ちゃん 健
た け る

瑠ちゃん

有
あ り さ

咲ちゃん 洸
こうへい

平ちゃん 瑠
りゅう

ちゃん 明
あ き な

菜ちゃん 雅
ま さ と

斗ちゃん

七
な な み

海ちゃん

真
ま お

緒ちゃん

美
み く

玖ちゃん 李
り お ん

音ちゃん

日
南
ロ
ー
カ
ル
線
で
行
く

　

東
大
隅
歴
史
探
訪
の
旅

　

大
隅
半
島
の
東
エ
リ
ア
で
地
域
の
観
光

振
興
に
活
躍
し
て
い
る
、
志
布
志
観
光
ガ

イ
ド
、
大
崎
く
に
の
松
原
キ
ャ
ン
プ
場
、

東
串
良
豊
栄
ひ
っ
と
べ
会
の
３
団
体
が
、

連
携
し
て
こ
の
地
域
に
観
光
客
を
呼
び
込

も
う
と
、
こ
の
度
「
大
隅
東こ

っ
ち
た
い

風
隊
」
を
結

成
し
、
そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
JR
日
南
線

を
利
用
し
た
歴
史
探
訪
の
旅
を
企
画
、
実

施
し
ま
し
た
。

　

市
も
ツ
ア
ー
を
歓
迎
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
有

明
開
田
太
鼓
の
和
太
鼓
演
奏
で
出
迎
え
ま

し
た
。
福
岡
県
か
ら
参
加
の
夫
婦
も
参
加

し
、
ま
ち
あ
る
き
を
し
な
が
ら
史
跡
を
廻

り
な
が
ら
「
志
布
志
に
も
こ
ん
な
良
い
所

が
あ
っ
た
の
か
、ま
た
ゆ
っ
く
り
来
た
い
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

観光ガイドの案内に耳を傾ける参加者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
最
優
秀
賞
受
賞

　

２
月
17
日
、
県
青
年
農
業
者
会
議
が
伊

佐
市
で
開
催
さ
れ
、
曽
於
地
区
代
表
と
し

て
本
市
有
明
地
区
の
窪
田
愛
恵
さ
ん
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

窪
田
さ
ん
は
、
現
在
26
頭
の
肉
用
牛
を

飼
育
し
て
お
り
、
子
牛
の
商
品
性
を
高
め

る
た
め
に
日
頃
か
ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
、
子
牛
育
成
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
実
践
内
容
・
成
果
・
今
後
の
課
題
等

や
所
属
す
る
か
あ
ち
ゃ
ん
べ
ぶ
ん
こ
会
で

の
活
動
内
容
を
交
え
た
説
明
を
行
い
、
審

査
委
員
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

窪
田
さ
ん
は
、
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
る

九
州
・
沖
縄
地
区
青
年
農
業
者
会
議
に
県

代
表
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
し
ま
す
。

最優秀賞受賞の報告に訪れた窪田さん

県下一周駅伝

後藤健太選手坂中省章選手
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芝
用
駐
在
所
落
成
式　
　
　
　
　

⑪

　

２
月
28
日
、
昨
年
10
月
に
竣
工
し
2
月

8
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
た
芝
用
駐

在
所
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

芝
用
駐
在
所
は
、
以
前
は
山
重
小
学

校
の
正
門
前
に
あ
っ
た
「
山
重
駐
在
所
」

が
、
築
34
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
も
著
し

く
な
っ
て
き
た
た
め
、
地
域
の
安
全
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
更
に
高
め
る
た
め

に
新
築
移
転
し
た
も
の
で
す
。

　

同
駐
在
所
で
は
、
安
心
・
安
全
の
拠

点
地
区
と
し
て
山
重
・
野
神
校
区
の
約

１
０
０
０
世
帯
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

同
駐
在
所
に
勤
務
す
る
野
尻
野
巡
査
長

は
「
素
晴
ら
し
い
駐
在
所
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
て
管
内
の
治
安
維
持
に
努

め
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

多くの関係者が見守る中で落成式が執り行われました

お
お
す
み
の
地
域
力
表
彰
を
受
賞

　

お
お
す
み
の
地
域
力
表
彰
を
個
人
の
部

で
前
原
徳
雄
氏
、
団
体
の
部
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
三
方
良
が
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

大
隅
地
域
に
お
い
て
地
域
力
の
向
上
に
対

す
る
功
績
が
特
に
顕
著
な
個
人
や
団
体
を

今
年
度
か
ら
県
大
隅
地
域
振
興
局
が
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　

前
原
氏
は
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
、
防
災
の
啓
発
活
動
な
ど
多
方
面
に
よ

る
活
動
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
三
方
良
は
、「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
乗
り

場
の
緑
地
公
園
や
す
ず
れ
ヶ
浜
の
清
掃
を

通
し
て
、
地
域
環
境
の
保
全
や
市
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い
る
活
動
等
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
よ
り
更
な
る
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3月5日、受賞の報告に市役所を訪れました

振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
を
訴
え
る　

⑩

　

1
月
29
日
、
若
潮
酒
造
の
「
千
刻
蔵
ホ

ー
ル
」
で
、
地
域
住
民
と
志
布
志
警
察
署

に
よ
る
「
し
ぶ
し
ふ
れ
あ
い
劇
団
」
が
寸

劇
を
交
え
て
振
り
込
め
詐
欺
の
現
状
と
被

害
防
止
対
策
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

　

寸
劇
は
「
日
本
財
務
事
務
局
」
か
ら
民

事
訴
訟
裁
判
通
達
書
と
い
う
ハ
ガ
キ
が
届

い
た
こ
と
に
困
惑
す
る
住
民
が
、
訪
ね
て

来
た
知
人
に
相
談
し
て
振
込
を
思
い
と
ど

ま
り
、警
察
に
通
報
す
る
と
い
う
内
容
で
、

来
場
者
は
笑
い
の
中
に
も
「
じ
ゃ
が
じ
ゃ

が
」
と
う
な
ず
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
の
黒
松
久
美
子
さ

ん
は
寸
劇
を
通
じ
て
「
合
言
葉
を
決
め
る
な

ど
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、
油
断

し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

①合言葉を決める②すぐに警察に相談をしましょう

無
事
故
無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト　
　

⑫

　

志
布
志
警
察
署
で
は
、
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
１
８
０
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
２
０
０
９
セ

ー
フ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
８
０
の
達
成
チ

ー
ム
の
中
で
「
無
事
故
無
違
反
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
抽
選
会
に
本
市
か
ら
当
選
し
た
西

日
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
「
す

い
れ
ん
」
ほ
か
３
チ
ー
ム
に
対
し
て
副
賞

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

交
付
式
終
了
後
、
受
賞
し
た
チ
ー
ム
の

中
か
ら
、「
は
じ
め
て
こ
の
よ
う
な
抽
選

に
当
選
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
運

転
に
つ
と
め
ま
す
」
等
の
声
も
聞
か
れ
、

意
義
あ
る
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。

今後も安全運転を誓った当選者の皆さん

　

２
月
12
日
、
共
生
・
協
働
・
自
立
の
地

域
社
会
づ
く
り
の
理
解
促
進
・
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、県
内
に
お
い
て
共
生
・

協
働
の
先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る

錦
江
町
の「
南
隅
地
区
観
光
連
絡
協
議
会
」

及
び
鹿
屋
市
の
「
柳
谷
公
民
館
（
通
称
や

ね
だ
ん
）」
の
現
地
研
修
を
実
施
し
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
、
共
生
協
働
推
進

委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
連
絡
協
議
会
か
ら
合

わ
せ
て
33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
隅
地
区
観
光
連
絡
協
議
会
で
は
、
豊

か
な
自
然
や
食
な
ど
南
隅
地
区
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
足
を
運

ん
で
も
ら
お
う
と

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
や
グ
ル
メ
ツ

ア
ー
な
ど
地
域
の

資
源
を
活
か
し
た

様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
昼
食
は
女

性
グ
ル
ー
プ
「
う
ん
め
も
ん
の
会
」
よ
り

ご
準
備
い
た
だ
き
、
手
作
り
で
昔
な
が
ら

の
味
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柳
谷
公
民
館
は
、
行
政
に
頼
ら
な
い
地

域
づ
く
り
と
し
て
、
年
間
３
０
０
０
人

も
の
視
察
者
が
訪
れ
る
集
落
で
す
が
、

自
主
財
源
を
生
み
出
す
た
め
の
焼
酎

づ
く
り
や
土
着
菌
の
生
産
・
販
売
で

得
た
収
益
を
高
齢
者
福
祉
や
子
ど
も

た
ち
の
基
礎
学
力
向
上
に
使
う
な
ど
、

斬
新
で
ア
イ
デ
ィ
ア
溢
れ
る
取
り
組

み
や
考
え
方
に
参
加
者
は
と
て
も
感

銘
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

参
加
し
た
夏
井
・
陣
岳
区
ふ
る
さ

と
づ
く
り
委
員
会
の
平
内
委
員
長
は

「
地
域
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、
住
民

総
出
の
取
り
組
み
に
感
激
し
ま
し
た
。

今
日
研
修
し
た
こ
と
を
今
後
の
活
動

の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
は
各
団
体
の
取
り
組

み
状
況
の
報
告
を
兼
ね
て
交
流
会
を

開
催
し
、
活
発
な
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

世
界
的
に
貴
重
な
野
鳥
が

身
近
な
所
で
越
冬
中
⑬

　

環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
、

野
生
で
の
絶
滅
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い

と
さ
れ
る
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
」
が
、
菱

田
川
河
口
で
越
冬
中
で
す
。

　

こ
の
鳥
は
世
界
で
約
２
０
０
０
羽
（
昨

年
1
月
現
在
）
し
か
い
な
い
と
さ
れ
る
渡

り
鳥
で
、
昨
年
10
月
か
ら
８
羽
ほ
ど
、
新

若
浜
埋
め
立
て
地
で
見
ら
れ
、
現
在
も
菱

田
川
河
口
で
越
冬
中
で
す
。

　

撮
影
し
た
香
月
小
学
校
の
加
納
雅
裕
校

長
は
「
名
前
の
通
り
顔
が
黒
く
、
ヘ
ラ
の

よ
う
な
く
ち
ば
し
が
特
徴
で
す
。
で
き
る

だ
け
驚
か
さ
な
い
よ
う
温
か
く
見
守
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

志布志市で越冬中のクロツラヘラサギ
「
森
は
み
ん
な
の
宝
物
事
業
」を
開
催

　

２
月
20
日
、
有
明
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
市
み
ど
り
推
進
協
議
会

の
主
催
で
「
森
は
み
ん
な
の
宝
物
事
業
」

が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
以
上
の
い
る
19
家

族
、
52
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
皆
様
か
ら
集
め
ら
れ
た

み
ど
り
の
募
金
で
行
わ
れ
、
市
内
の
森
林

を
市
民
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
意
識
を
育

成
し
、
自
然
の
恵
み
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
に
つ
い
て
の
学
習
や
し
い
た
け
の

駒
打
ち
体
験
、
木
工
教
室
等
が
行
わ
れ
、

森
の
大
切
さ
、
森
の
役
割
な
ど
を
親
子
で

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
昼
食
に
は
、
市
猟
友
会
と
市
し
い

た
け
振
興
会
の
提
供
で
、
し
し
鍋
と
し
い

た
け
の
炭
火
焼
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

しいたけの駒打ちに挑戦する参加者
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サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
株
式
会

社
は
、
昭
和
56
年
に
伊
藤
ハ
ム

㈱
の
関
連
会
社
と
し
て
設
立

さ
れ
、
志
布
志
市
有
明
町
野
井

倉
に
本
社
と
工
場
を
置
い
て
い

ま
す
。
養
豚
を
中
心
と
す
る

フ
ァ
ー
ム
事
業
と
牛
・
豚
の
食

肉
生
産
を
行
う
ミ
ー
ト
事
業
部

門
を
積
極
的
に
展
開
し
、
製
品

は
伊
藤
ハ
ム
を
通
じ
て
全
国
の

デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
、
食
肉

専
門
店
に
テ
ー
ブ
ル
ミ
ー
ト
と

し
て
流
通
し
て
い
ま
す
。

　

豚
は
黒
豚
を
メ
イ
ン
に
25
万
頭
／

年
、
牛
は
和
牛
を
メ
イ
ン
に
1.2
万
頭
／

年
処
理
し
て
お
り
、
鹿
児
島
の
畜
産
を

支
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
売
上
高
は
２
６
６
億

円
と
、
市
内
で
は
１
位
、
鹿
児
島
県
内
の

企
業
売
上
高
で
は
14
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、

ま
さ
に
県
を
代
表
す
る
優
良
企
業
で
す
。

従
業
員
は
２
７
５
人
（
事
業
所
内
）
で
、

約
半
数
は
市
内
の
方
を
雇
用
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
清
掃
作
業
や
警
備
等
に

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的

に
活
用
す
る
な

ど
、
地
元
経
済

に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、

衛
生
管
理
に
大

変
力
を
入
れ
て

お
り
、
昨
今

の
「
食
に
対
す

る
安
全
・
安
心

の
ニ
ー
ズ
」
に
い

ち
早
く
応
え
る
べ

く
、
品
質
と
食
品

安
全
性
の
国
際
規

格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
２
０
０
０
を

国
内
食
肉
業
界
で

は
最
も
早
く
取
得

し
ま
し
た
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
、
社
員
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
で
日
々
改
善
を
続
け
て

い
る
と
鳩
宿
勇
課
長
は
話
し
ま
す
。

　

工
場
内
は
、
最
新
の
空
調
設
備
と
機

械
設
備
を
有
し
、
専
用
の
作
業
服
・
金

属
検
出
器
・
紫
外
線
殺
菌
装
置
等
の
導

入
に
よ
り
、
一
般
細
菌
も
極
め
て
少
な

く
、非
常
に
衛
生
的
な
職
場
環
境
で
す
。

　

そ
し
て
、
世
界
一
厳
し
い
衛
生
基
準

と
言
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
農
務
省
の

審
査
を
ク
リ
ア
し
牛
肉
輸
出
の
許
可
を

受
け
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出

の
許
可
を
受
け
て
い
る
工
場
は
国
内
で

4
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
香

港
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
国
に
輸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
同
社
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

も
取
得
し
、
Ｃ
Ｏ
２
や
ゴ
ミ
排
出
量
の
削

減
等
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
輸
送
に
も
積
極
的
で
、
関
西
向

け
の
商
品
輸
送
の
約
８
割
は
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
美
化
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

工
場
内
外
の
清
掃
は
社
員
が
毎
日
行

い
、
定
期
的
に
菱
田
川

沿
い
の
清
掃
や
周
辺

道
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
雑
巾
が
け
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
春
に
は
敷
地
内
に

芝
桜
が
数
多
く
咲
き

誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
の

お
か
げ
で
、
食
肉
を
取

り
扱
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
カ
ラ
ス
等

の
姿
を
ほ
と
ん
ど
見

か
け
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
地
元
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

地
産
地
消
に
も
取
り
組
み
「
さ
ら
に
良
い

物
を
生
産
し
て
い
き
た
い
」
と
、
高
い
志

を
持
っ
て
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
材
し
て
、
こ
の
よ
う
な
食
肉
関
連

産
業
が
志
布
志
に
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
し
た
。

●サンキョーミート株式会社
●設　立　昭和56年（平成8年4月に現在の社名に変更）
●所在地　有明町野井倉 6965　℡ 474-1118
●事業内容　	食肉製造　●従業員数　408人

志布志企業訪問
vol.19

案内していただいた皆さん

厳しい衛生管理のもとで作られる製品

■オラレ志布志 3 月・4 月番組表
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三国ＧⅢ企業杯2日目

桐生3日目 蒲郡

丸亀GⅠ京極賞

大村GⅠ周年

徳山GⅠ競艇名人戦

蒲郡2日目

桐生5日目

プロの予想屋がオラレ志布志に来場！
●	競艇の本場北九州からプロの予想屋来場！無料で
競艇レース予想を伝授！（本場ではもちろん有料）

●日時　3月 27 日（土）10:30 ～ 16:00
●場所　競艇場外舟券発売場オラレ志布志

特別イベントについて

常滑ＧⅢ女子リーグ2日目

2月25日、農業歴史資料館体験館で酪農女性部の料理教室で食事の大切さを話す深江さん。

　

深
江
睦
子
さ
ん
（
志
布
志
町
志
布
志
）

は
市
の
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会

の
会
長
お
よ
び
志
布
志
地
区
の
会
長
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
「
私
達
の
健

康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
健

康
づ
く
り
を
食
の
分
野
か
ら
推
進
し
「
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
活

動
し
て
い
る
全
国
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
で
、
現
在
、
志
布
志
市
で
は
46
人
の
推

進
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

深
江
さ
ん
が
推
進
員
と
な
っ
た
の
は
昭

和
47
年
で
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
当
時
、

体
が
弱
か
っ
た
た
め
「
栄
養
の
知
識
を
得

て
元
気
に
な
り
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

関
係
機
関
に
1
年
間
通
い
な
が
ら
栄
養
の

こ
と
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
の
志
布
志
町
で
食
生
活

改
善
推
進
員
の
養
成
講
座
が
あ
り
、
受
講

を
し
て
推
進
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
生
涯
学
習
講
座
の
「
男
性
料

理
教
室
」
な
ど
、
他
の
会
員
と
と
も
に
料

理
講
習
会
や
食
生
活
の
改
善
の
普
及
推
進

活
動
に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
９
日
に
は
食
生
活
改
善
推

進
員
の
仲
間
を
増
や
そ
う
と
い
う
日
本
食

生
活
協
会
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
る
「
ヘ

ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
事
業
」
を
開
催
し
、

６
人
の
会
員
と
と
も
に
推
進
員
一
人
一
人

が
声
か
け
し
集
ま
っ
た
約
30
人
の
参
加
者

に
、
こ
の
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て

食
生
活
や
簡
単
な
運
動
の
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
近
は
、
偏
食
の
問
題
や
食
事
を
摂
ら

な
い
子
ど
も
も
多
く
な
る
な
ど
、
食
生
活

改
善
推
進
員
の
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
の
、
自
宅
の
食
卓
は
「
ご
は
ん
」

を
中
心
と
し
た
も
の
で
す
が
、
和
食
だ
け

で
は
な
く
、
市
内
産
の
季
節
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
和
洋
折
衷
の
ご
ち
そ
う

が
食
卓
を
賑
わ
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
「
多
く
の
市
民
に
も
っ

と
〝
食
事
〟
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、

家
庭
の
食
卓
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
元
気

に
な
っ
て
健
康
で
長
生
き
を
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
、
市
と
協
力
し
な
が
ら
、

更
な
る
食
生
活
改
善
の
推
進
の
た
め
の
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「食卓」から志布志市を元気にしたいという深江さん（写真右）と仲間たち

Vol39.深江睦子さん（76 歳）
志布志市食生活改善推進員

住之江

丸亀

若松

■競艇A1級レーサー今村豊選手がオラレ志布志に来場！

●トークショー＆サイン会＆競艇グッズ抽選会
●日時　3月 13 日（土）11:40 ～ 14:30
●場所　競艇場外舟券発売場オラレ志布志
★ 1981 年 5 月デビュー。1年後の翌 1982 年 5 月に SG初出
場（SG第10回笹川賞競走）。同年7月にGI初優勝。同年 10 月
SGには SG全日本選手権で SG初優出。この年最優秀新人賞
を受賞。直近のGI中国地区選手権競走でも優出2着となる。
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丸亀一般

蒲郡一般(3日目)

浜名湖GⅠ浜名湖賞

戸田GⅠグランプリ

平和島SG総理大臣杯

若松一般

丸亀一般

一般 一般

芦屋一般4日目

徳山ＧⅢ新鋭リーグ4日目

若松ＧⅢ企業杯

美しい自然に囲まれた本社工場

メルマガ会員募集中！
http://orale-cbc.comトピック



■
電
話
勧
誘
販
売
取
引
に
つ
い
て

　
（
相
談
例
）

　

自
宅
に
電
話
が
あ
り
「
産
地
直
送

の
カ
ニ
を
買
い
ま
せ
ん
か
？
今
な
ら

５
０
０
０
円
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
て

「
は
い
」
と
答
え
た
。
し
か
し
、
よ

く
考
え
て
み
る
と
商
品
も
見
て
い
な

い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
届
く

か
わ
か
ら
な
い
う
え
、
高
い
よ
う
な

気
が
す
る
の
で
解
約
し
た
い
。

■
相
談
例
の
解
決
方
法
に
つ
い
て

　

電
話
勧
誘
販
売
は
、
ど
こ
か
ら
、

ど
ん
な
人
が
か
け
て
く
る
の
か
分
か

ら
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

カ
ニ
、
り
ん
ご
及
び
み
か
ん
な
ど

の
生
鮮
食
品
は
、
以
前
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
特
定
商
取
引
法
の
改

正
に
よ
り
、
昨
年
の
12
月
1
日
か
ら

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
カ
ニ
を
買
い
ま
せ
ん
か
？
」
と

い
う
勧
誘
に
「
は
い
」
と
答
え
て
い

る
こ
と
か
ら
契
約
は
、
成
立
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、業
者
か
ら
、

法
定
の
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日

よ
り
8
日
間
以
内
に
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
実
行
し
ま
す
。

■
契
約
時
の
注
意
点

注
文
の
際
に

①
業
者
名

②
住
所

③
電
話
番
号

④
担
当
者

　

な
ど
を
確
認
し
、
き
ち
ん
と
メ
モ

を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

業
者
に
よ
っ
て
は
、
書
面
を
交
付

し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
時
の
注
意
点

�

発
送
し
た
日
付
が
わ
か
る
よ
う
に
、

書
留
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い
て
の
不

明
な
点
は
い
つ
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て
は
、
市

内
３
箇
所
で
、
巡
回
相
談
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

日
程
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
の
く
ら
し

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

21　市報しぶし■ 2010.3

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 284）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 321）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消
費
生
活
相
談
員
便
り

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

21　市報しぶし■ 2010.3

vol.7

志
布
志
港
の
現
場
視
察
！

　

2
月
4
日
に
志
布
志
市
商
工
観
光
戦
略

会
議
の
委
員
で
志
布
志
港
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
戦
略
会
議
は
、
市
民
、
港
湾
企
業
、

各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で
、

今
回
、「
志
布
志
港
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
志
布
志
港
の
本
港
地
区
、
外

港
地
区
、
若
浜
地
区
、
新
若
浜
地
区
の
荷

役
状
況
や
、
倉
庫
等
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

市
民
の
皆
様
が
「
み
な
と
」
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
「
み
な
と
」

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
市
に
提
言
し

て
い
く
た
め
に
今
後
も
勉
強
会
や
議
論
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

　

2
月
23
日
、ア
ピ
ア
２
階
で
志
布
志
市
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
鹿
児
島
主
催
で
「
知
的
財
産

セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
本
部
の
知
的

財
産
課
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
服
部
正
明
氏
を
お

招
き
し
て
「
海
外
に
お
け
る
侵
害
の
実
態

と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
中
国
に
お
け
る
模
倣
品
や
商
標

登
録
の
被
害
実
態
や
そ
の
対
応
策
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
で

は
、
焼
酎
な
ど
の
銘
柄
が
中
国
で
勝
手
に

商
標
登
録
さ
れ
て
お
り
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
県
外
で
は
、
お
米
や
県
名
も
同
様

の
被
害
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
態
に
際
し
て
、
素
早
い
対

応
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
よ
う
に

輸
出
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
を
今
後
も
開

催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
様
も
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

港の説明に聞き入る委員の皆さん

■
高
血
圧
は
日
本
人
に
多
い
病
気
で
す

　

日
本
人
で
は
、
30
歳
以
上
の
人
の
う
ち

男
性
は
約
51
・
7
㌫
、
女
性
は
39
・
7
㌫

が
高
血
圧
で
あ
り
、
７
０
０
万
人
も
の
人

が
、
高
血
圧
の
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
の
疾
患
別
の
受
診
率
で
も
高
血

圧
が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
参
照
）
志
布
志
市
に
お
い
て
は
、
※
県

と
比
較
し
て
循
環
器
系
の
疾
患
の
１
人
当

た
り
の
医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
受
診
率
の
最
も
高
い
疾
患
で
あ

る
高
血
圧
に
つ
い
て
、
病
気
の
概
要
、
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
血
圧
と
は
、
文
字
ど
お
り
血
管
に
強

い
圧
力
が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
状
態
を
い

い
ま
す
。

　

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
血
管
が
硬
く

も
ろ
く
な
り
（
＝
動
脈
硬
化
）、
の
ち
に

虚
血
性
疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
の
発
作
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
高
血
圧
は
ほ

と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
く
、
長
年

か
か
っ
て
ひ
そ
か
に
血
管

を
蝕
ん
で
い
く
「
サ

イ
レ
ン
ト
・
キ
ラ
ー
」

と
も
呼
ば
れ
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
、

定
期
的
に
血
圧
を
測
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

病
院
で
測
っ
て
も
ら
う
血
圧
の

ほ
か
に
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
家

庭
血
圧
で
す
。
外
で
測
る
と
緊
張
し
て
し

ま
い
、
数
値
が
高
く
出
て
し
ま
う
人
は
、

自
宅
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
き
に
測

る
方
が
平
常
な
血
圧
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
正
し
い
血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

①�

測
定
す
る
腕
と
心
臓
は
同
じ
高
さ
に
し

て
測
る
。

②
排
尿
を
す
ま
せ
て
、
食
前
に
測
る
。

③�

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
、
同
じ
時
間

帯
に
測
る
。

■�

肥
満
を
防
ぎ
、
適
正
体
重
を
維
持
す
る

　

肥
満
は
血
圧
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、

肥
満
が
虚
血
性
疾
患
の
危
険
因
子
の
１
つ

に
な
り
ま
す
。
肥
満
と
い
う
ほ
ど
な
く
て

も
、
毎
年
少
し
ず
つ
肥
満
に
近
づ
い
て
い

る
人
は
今
の
う
ち
に
標
準
体
重
に
も
ど
る

よ
う
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

適
正
体
重
は
次
に
示
す
計
算
で
分
か
り

ま
す
。

標
準
体
重
＝（
身
長
㍍
）×（
身
長
㍍
）×
22

■
適
度
な
運
動
も
必
要

　

一
般
に
、
運
動
習
慣
が
な
い
人
の
血
圧

は
運
動
習
慣
が
あ
る
人
に
比
べ
て
高
く
、

運
動
を
続
け
る
こ
と
は
、
血
圧
を
下
げ
る

作
用
が
あ
り
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ス
や
急
激
な
温
度
差
に
注
意　

　

ス
ト
レ
ス
は
、
血
圧
を
上
げ
ま
す
。
自

分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
み
つ
け

て
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
場
は
、
ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
の
温
度

差
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
の
日
本
人
の
平
均
食
塩
摂
取
量

は
、
約
11
㌘
で
あ
り
、
男
性
９
㌘
未
満
、

女
性
は
、
7.5
㌘
未
満
を
目
標
に
食
生
活
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

■
塩
分
を
控
え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
薄
味
に
慣
れ
る
。

　

塩
味
の
薄
い
食
事
に
慣
れ
る
こ
と
が
第

一
歩
。

②
漬
物
・
汁
物
の
量
を
控
え
る
。

　

塩
分
の
多
い
漬
物
や
汁
物
は
、
食
べ
る

回
数
と
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

③�

醤
油
等
は
「
か
け
て
食
べ
る
」
よ
り
も

「
つ
け
て
食
べ
る
」

④�

酸
味
や
香
辛
料
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
血
圧
を
確
認
し
、
普

段
の
血
圧
を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

※
鹿
児
島
県
で
は
循
環
器
系
の
疾
患
の
７

割
が
高
血
圧
性
疾
患
に
な
り
ま
す
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

生
活
習
慣
病
を

予
防
し
よ
う
！
②

高
血
圧
と
は

高
血
圧
を
防
ぐ
食
生
活

高
血
圧
を
防
ぐ
日
常
生
活

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

※	広報しぶし 2月号の 13 ページでさんふらわあライナーの日曜日の出
発時間が 9:10 になっていましたが、10:10 発の誤りです。お詫びして
訂正いたします。
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医
療
機
関
に
29
年
間
勤
め
て
い
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
時
に
は
相
談
も
受
け
、
そ
れ
を
聞
く
だ
け
で
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
悩
む
だ
け
の
日
々
で
し
た
。
そ
ん
な
時

に
夫
の
「
議
員
に
な
れ
ば
」
と
い
う
提
案
に
、
自
分
の
想
い
を
解

決
で
き
る
目
標
が
で
き
、議
員
に
立
候
補
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
意
見
を
聞
き
入
れ
、
受
容
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
女
性
だ
か
ら
」
と
い
う
意
識
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

女
性
の
視
点
と
い
う
の
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
の
苦
労
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の

理
解
と
協
力
が
精
神
的
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
意
識
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
社
会
的
な
状
況
を
変
え
る

に
は
、
ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

※�

ク
オ
ー
タ
制
・
・
・
政
策
決
定
の
場
に
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
４
割

以
上
い
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み

　

大
き
い
、
小
さ
い
に
関
わ
ら
ず
、
ひ
と
つ
の
目
標
を
持
ち
、
頑

張
ら
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
そ
れ
に
近
づ
け
る
よ
う
に
コ
ツ
コ
ツ

と
、
笑
顔
で
、
自
分
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

企画政策課　女性支援対策室
　女性支援相談室　	毎月第 1・3水曜日（13:00 ～ 17:00）志布志市役所隣	農村環境改善センター

　☎専用フリーダイヤル ０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

～市議会議員～市議会議員～～

　今回は、市議会議員 24
人のなかで、女性の視点
から積極的に活躍されて
いる鶴迫京子議員にお話
をうかがいました。

Ｑ
．
議
員
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

Ｑ
．
議
員
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
、
心
掛
け
て
い
る
こ
と

Ｑ
．
苦
労
さ
れ
る
点
は
あ
り
ま
す
か
？

と

もに輝く男
ひ

と女

vol.12

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.49

Ｑ
．�

政
治
や
方
針
の
意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
進
出
し

な
い
の
は
ど
う
し
て
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　「志布志市男女 ( ひと ) がともに輝くまちづくりプラン」は、平成 20
年度から平成 24 年度までの 5ヵ年を計画期間として平成 20 年 3 月に
策定し、5つの基本目標、13 の重点課題、35 の施策、106 の事業をあ
げ取り組んでいます。
　基本目標達成のために具体的な施策と内容、担当課をあげ、男女共同
参画の推進状況を客観的に把握するため、数値による評価が可能な 93
の事業に目標値を設定し、計画の進捗状況を調査することとしています。
　今回、平成 21 年度の進捗状況の調査を行ったところ進捗率は 77.9％
で、前年度より 9.4 ポイントアップしており、取り組みの成果は着実に
現れています。

「志布志市男
ひ と

女がともに輝くまちづくりプラン」進捗状況評価報告

　

女
性
支
援
推
進
会
議
で

は
、
今
年
度
70
歳
代
の
抱

え
る
悩
み
や
不
安
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
健
康
と
介
護
予
防
に

み
な
さ
ん
の
関
心
が
高
い

こ
と
か
ら
保
健
課
と
合
同

で
介
護
予
防
健
康
講
座
「
転

ば
ぬ
先
の
体
力
づ
く
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、
2
月
5
日

（
志
布
志
）、
9
日
（
有
明
）、

10
日
（
松
山
）
の
3
日
間

で
84
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

講
師
の
溝
口
千
恵
子
先

生
は
、「
足
の
裏
に
は
た
く

さ
ん
の
神
経
が
あ
り
、
毎

日
50
回
叩
い
て
血
行
を
よ

く
す
る
と
健
康
に
い
い
で

す
よ
」
と
話
さ
れ
、「
元
気

は
笑
顔
か
ら
」
と
音
楽
に

合
わ
せ
歌
い
な
が
ら
自
宅
で
で
き
る

簡
単
な
体
操
や
転
倒
予
防
体
操
を
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
肩
こ
り
が
楽

に
な
っ
た
」「
楽
し
く
参
加
で
き
て

よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
毎
日
続

け
て
い
き
た
い
」
と
大
変
好
評
で
し

た
。

Ｑ
．
女
性
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
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「
転
ば
ぬ
先
の
体
力
づ
く
り
」講
座
を
開
催
し
ま
し
た
！

平成 21 年度宝くじ助成金により購入修繕しました
　地域おこしに積極的に取り組んでいる和太鼓
集団「志布志千軒太鼓」。
　現在、団員数 25 人で「太鼓のすばらしさを１
人でも多くの人に伝えたい」と日々練習に励ん
では、さまざまなイベント等に参加し活動して
います。長年活動を続ける中で、太鼓の傷みや
不足が生じ、それを解消するために、平成 21 年
度宝くじ助成金により太鼓の購入及び修繕を行
いました。

　■問い合わせ先　教育委員会生涯学習課　℡ 472-1111（内線 333）
　（宝くじ助成金）　企画政策課地域政策係　℡ 474-1111（内線 254）

第
一
回
「
志
こ
こ
ろ
ざ
し」

エ
ッ
セ
イ
大
賞
に

　
　

栄　

直
美
さ
ん
（
愛
媛
県
）

　
「
母
か
ら
の
贈
り
も
の
」
が
決
定
！

　

第
一
回
志
布
志
市
「
志
」
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス

ト
の
審
査
が
行
わ
れ
、応
募
総
数
１
８
６
２
点（
内
、

市
内
小
中
学
校
１
０
０
３
点
）
の
中
か
ら
、志
エ
ッ

セ
イ
大
賞
は
、
愛
媛
県
の
栄
直
美
さ
ん
（
47
歳
）

の
「
母
か
ら
の
贈
り
も
の
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
表
彰
式
は
４
月

24
日
「
し
ぶ
し
の
日
」
に
行
わ
れ
ま
す
。

▽
志
エ
ッ
セ
イ
大
賞　

栄
直
美
（
愛
媛
県
）
▽
志

エ
ッ
セ
イ
準
大
賞　

佐
藤
節
子
（
徳
島
県
）
後
藤

順
（
岐
阜
県
）
▽
審
査
員
特
別
賞　

國
重
玲
佳
（
伊

﨑
田
小
６
）
佐
藤
健
（
秋
田
県
）
横
井
和
幸
（
愛

知
県
）
▽
志
特
別
賞　

半
仁
田
由
美
子
（
大
崎
町
）

岡
本
計
枝
（
愛
知
県
）
林
優
花
（
兵
庫
県
・
高
２
）

山
口
千
代
美
（
鹿
屋
市
）
萩
原
裕
子
（
鹿
児
島
市
）

若
宮
耕
三
（
日
置
市
）
叶
亜
香
里
（
大
島
高
２
）

天
辰
芳
徳
（
石
川
県
）
▽
志
布
志
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
賞　

谷
口
萌
（
有
明
小
６
）
▽
志
布
志
み
な

と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞　

野
添
竜
也
（
宇
都
中

２
）
志
布
志
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
賞　

か
せ
田
り
ん
花

（
尾
野
見
小
１
）
▽
特
別
賞
（
有
志
企
業
・
団
体
賞
）

池
之
迫
友
香（
有
明
小
５
）重
森
舞
佳（
森
山
小
６
）

原
ぞ
え
こ
う
し
（
野
神
小
３
）
渕
田
勇
太
郎
（
有

明
小
５
）加
納
愛
梨（
志
布
志
中
２
）上
木
歩
南（
宇

都
中
２
）坂
元
ま
い
か（
蓬
原
小
３
）川
畑
佑
真（
森

山
小
３
）
▽
志
ほ
の
ぼ
の
賞　

泉
早
苗
（
愛
媛
県
）

櫻
井
俊
甫
（
大
阪
府
）

▽
優
秀
学
校
賞　

有
明
小
学
校　

宇
都
中
学
校

　

神
戸
朝
鮮
高
級
学
校

※�

詳
細
つ
い
て
は
、
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

→
リ
ン
ク
→
教
育
機
関
→
生
涯
学
習
（
志
布

志
創
年
市
民
大
学
Ｈ
Ｐ
）
に
あ
り
ま
す
。
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短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

並
び
ゆ
く
掛
声
た
か
き
空
手
の
子
ら
初
日
待
つ
間
の
渚
に
猛
る 

竹
永　

南
海

あ
な
た
に
は
あ
な
た
の
ひ
と
日
わ
た
し
に
は
わ
た
し
の
ひ
と
日
初
日
の
出 

暉
峻　

康
瑞

地
球
の
悲
鳴
聞
こ
ゆ
る
温
暖
化
聞
こ
え
ぬ
ふ
り
し
て
豊
か
さ
求
む 

池
ノ
上
一
枝

一
人
居
は
気
楽
な
ら
ん
と
人
言
ふ
も
嵐
の
夜
は
う
か
ら
の
恋
し 

岡
元　

初
子

節
く
れ
手
友
の
注
連
光
り
を
り
一
足
早
し
過
去
捨
て
去
ら
む 

折
田　

す
ず

「
い
や
や
わ
！
」ほ
ん
ま
に
！「
か
な
わ
ん
わ
ー
」大
阪
弁
の
主
婦
の
お
し
ゃ
べ
り 

児
玉　

末
子

祖
母
わ
れ
も
空
港
迄
よ
と
惜
し
み
ゆ
く
正
月
休
み
を
早
も
終
り
て 

西
江
美
津
子

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
人
な
ん
？
子
供
な
ん
？
三
つ
子
に
言
は
れ
た
こ
の
腰
く
だ
け 

林　
　

靜
子

ら
う
ば
い
は
葉
の
つ
き
し
ま
ま
莟
も
ち
早
や
一
輪
の
花
を
咲
か
せ
り 

平
川　

澄
子

独
り
ご
と
い
つ
で
も
き
い
て
く
れ
る
の
は
噴
水
の
奥
の
古
き
木
の
椅
子 

益
倉　

睦
美

久
び
さ
に
友
と
手
を
と
り
親
し
み
ぬ
檳
榔
島
浮
く
海
眺
め
つ
つ 

松
下　

芙
美

病
得
て
岐
路
に
立
た
さ
れ
思
う
な
り
生
き
来
し
わ
れ
と
生
か
さ
れ
ゆ
く
我
を 

松
田　

和
子

脱
ぎ
捨
て
て
裸
木
と
な
り
し
木
蓮
に
空
さ
す
産
毛
の
春
待
つ
蕾 

宮
原　

順
子

結
い
上
げ
て
振
袖
姿
の
孫
の
手
を
言
葉
に
な
ら
ぬ
夫
の
沈
黙 

山
田　

和
子

南
国
に
久
し
振
り
な
る
雪
化
粧
手
に
触
れ
な
ば
冷
た
く
消
え
む 

山
元
ハ
ツ
ミ

や
が
て
来
る
春
の
日
ざ
し
を
待
ち
乍
ら
冬
の
山
々
深
く
し
ず
も
る 

若
松
多
鶴
子

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

び
ろ
う
島
ほ
の
か
に
浮
か
び
沖
を
行
く
漁
火
消
え
て
春
の
あ
け
ぼ
の 

南　
　

史
郎

こ
の
景
色
母
に
届
け
る
デ
ジ
カ
メ
に
想
い
託
し
て
撮
る
雪
の
庭 

有
馬
ケ
イ
子

沖
を
ゆ
く
大
型
船
を
窓
越
し
に
い
で
湯
の
朝
餉
ひ
と
き
わ
美
味
し 

内
山　

幸
夫

一
夜
明
け
庭
は
大
雪
銀
世
界
田
の
神
様
も
雪
帽
子
冠
り 

江
蔵　

成
子

お
だ
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
梅
見
酒
春
の
嵐
に
梅
花
ち
り
ゆ
く 

東
郷
ミ
イ
子

生
き
て
あ
ら
ば
母
九
十
九　

水
仙
花
古
鏡
の
ご
と
く
か
か
げ
真
向
ふ 

肥
後　

洋
子

病
後
の
足
さ
す
り
い
る
姉
水
仙
の
ブ
ー
ケ
の
中
の
春
に
鼓
舞
す
る 

日
高　

禎
子

「
春
よ
来
い
」子
等
と
う
た
っ
た
わ
ら
べ
歌
い
ま
な
つ
か
し
く
杳
き
日
想
う 

牧　
　

愛
子

冬
す
み
れ
つ
ぼ
み
膨
ら
み
紫
の
花
飾
り
で
き
緑
が
映
え
る 

満
園　

正
夫

春
を
知
る
小
鳥
の
あ
ま
た
集
ま
り
て
梅
の
小
枝
を
囀
り
わ
た
る 

渡
辺
ク
ミ
子

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

身
の
丈
の
暮
ら
し
で
借
り
も
貸
し
も
な
し 

坂
元　

俊
幸

子
の
笑
顔
見
る
楽
し
み
の
お
年
玉 

高
田　

昭
秋

お
し
ゃ
べ
り
の
人
形
と
居
る
ボ
ケ
防
止 
江
藤　

房
子

人
形
ね
着
物
が
い
つ
も
同
じ
も
の 
福
山　

吉
連

一
郎
の
手
に
人
形
の
由
紀
夫
ち
ゃ
ん 
末
永　

一
雄

人
形
の
顔
で
す
ま
し
た
七
五
三 

赤
池　

忠
重

着
せ
替
え
の
人
形
負
け
る
披
露
宴 

上
東
マ
キ
エ

人
形
が
は
や
る
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ 

高
田　

秀
雄

人
形
も
案
山
子
に
さ
れ
て
活
き
返
り 

内
山　

幸
夫
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市
民
の
広
場

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

毛
糸
編
む
人
形
劇
の
魔
女
の
帽 

本
村
多
可
子

焼
酎
を
片
手
に
急
ぐ
二
日
山 

坂
本　

順
子

雪
乗
せ
て
い
つ
も
の
ベ
ン
チ
嬉
し
さ
う 

坂
元　

幸
子

ざ
っ
く
り
と
沈
む
ブ
ー
ツ
よ
雪
の
朝 

春
日　

ふ
く

本
堂
に
読
経
の
響
く
寒
の
内 

飯
野
澄
美
子

帽
子
傾
く
四
日
目
の
雪
だ
る
ま 

本
村　

湧
水

雪
踏
ん
で
少
女
に
な
っ
て
し
ま
ひ
け
り 

八
久
保
千
鶴
子

2 月 13 日、安楽山宮神社の春祭りの一こまです。全員顔に黒頭巾を被っているため誰が誰
だか分からないので、目印に腰に「さるのこ人形」をぶら下げているということです。

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多
くの皆様の投稿をお待ちしています。

田之浦山宮神社のダゴ祭りで自分たちの作ったダゴ花に見入る地域の皆さん

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2010.3



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

ご予約は

国民宿舎ボルべリアダグリ
℡ 099-472-1478

（No.050/2010-03） 　お便りをくださった方の中か
ら抽選でひまわり券 5枚と、ボ
ルべリアダグリから「ペア入浴
券」を 5 人の方にプレゼント
します。（発表は発送をもって
かえさせていただきます）

4/18～
　4/24は「志布志の日」 ウィーク

近すぎて泊まった事のない市民の皆様へ
国民宿舎ボルべリアダグリでは4月24日の「志
布志の日」に合わせて4月18日から24日を「志
布志の日ウィーク」といたしまして市民限定で
特別プランをご用意いたしました。

４，２４０円
4/18～4/24
1 泊 2 食付
※市民限定プランとなりますので、チェックインの際にご住所を確認できるものをご持参ください。（免許証等）
※このプランでの部屋には限りがあります。　※このプランでのご宴会はできません。　※2名様以上で前日までにご予約ください。

ご夕食
志布志湾の恵みと、地元の食材をふんだんに使ったミニ会席
をご用意いたします。

読者プレゼント！
5 人の方にボルべリアダグリのペア
温泉入浴券（1000 円相当）をプレゼ
ント！

し　  　ぶ　　し

上迫　　　さん（81 歳）　　　　　　　　　　　　有明町蓬原
　上迫さんは、現在も文芸歌音盛一座の座長として 16 人の一座の仲
間とともに、各種イベントや老人ホームなどで演劇等を上演しています。
　人と接するのが好きで「年の近い仲間と居る時も楽しいけど、若い人た
ちと居ると、刺激を受けて色々な知識を吸収できるのが良いですね」と話し、
新しい機械にも大変詳しく、ＣＤラジカセ等を巧みに使って舞台用の音楽テー
プを作成したりしています。6歳から三味線を始めて、今でも三味線を手にす
る姿は「キリッ」としていて年齢を全く感じさせない演奏を披露します。
　終戦直後は、三味線でご飯は食べられないと「メロンやイチゴ、牛、さつまイ
モ栽培等と農業は色々と失敗を繰り返しながらも挑戦して 5人の子どもを育てま
した」と笑います。以前は造園業を営んでいましたが、後継者もできて、現在は
仲間とともに歌や演劇の練習をするなど充実した毎日を送っています。
　水田は「今年はもう作るのをやめよう」と思いましたが、身体が動く間は作り
続けようと決意をして、4㌃の家庭菜園とともに農作業を日課にしています。
　「今の元気が何年続くか分からないけど、身体を動かして人々の心が和む活動
を続けられたら幸せです」と笑顔で話す上迫さんでした。

　　　孟
たけし

志ちゃん（1歳）（志布志町志布志）
父　暁さん　　母　真理さん

　トラックを見ること、走ること、海苔
を食べることが大好きな孟ちゃん！
　近頃「ごみ捨ててきて」というと、ご
み箱にごみを捨ててくれます。
　おしゃべりも少しずつできるようにな
り、車に乗ると「しゅっぱーつ！！」と
手を挙げて言います。
　たくさん食べて遊んで大きくなぁれ！
　　　　　　　　（両親より）

　　　杏
あんな

奈　ちゃん（11歳）　　（有明町蓬原）
　　　樹

じ ゅ り あ

莉亜ちゃん（3歳）
父　繁樹さん　　母　良子さん

　苺が大好きな二人です。
　いつもテレビや音楽を聞いて二人で踊って
います。
　いつまでも姉妹仲良くいてください。

( 両親より )

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

小
学
校
６
年　
　
　
　
　
　
　

駿
さ
ん

　

今
月
号
の
タ
イ
ト
ル
題
字
を
書
い
て
く

れ
た
駿
さ
ん
は
、
先
に
行
わ
れ
た
「
税
を

考
え
る
週
間
」
の
作
品
展
で
、
書
道
の
部

で
市
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

書
道
は
小
学
校
2
年
生
か
ら
習
っ
て
い

て
、
小
学
校
を
卒
業
し
て
も
続
け
た
い
と

い
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
兄
も
テ

ニ
ス
を
し
て
い
た
の
で
テ
ニ
ス
を
し
て
み

た
い
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
小
学
校
生
活
も
終
わ
り
と
な

り
、
卒
業
式
を
控
え
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
35
人

と
と
も
に
志
布
志
中
学
校
に
通
う
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

書
道
や
ピ
ア
ノ
に
頑
張
る
竹
崎
さ
ん
、

中
学
校
に
入
っ
た
ら
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
、
楽
し
い
中
学
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

読書が大好きという駿さん
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読者プレゼント

　　　羽
はのん

音ちゃん（6歳）
　　　桜

おとは

羽ちゃん（4歳）　　　　（松山町泰野）
父　一孝さん　　母　朋美さん

　お世話するのが大好きな羽音（シチューが大
好物！）に、我が家のお調子者の桜羽（カレー
が大好物！）。
　お兄ちゃんと 3人で仲良く遊んだり、クイズ
番組やアニメを見たり・・・ケンカしたり・・・
でも、毎日ニコニコ笑顔で過ごそうね！

（両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

　　　まゆみさん（志布志町内之倉）　　　　　	　28 歳
勤務先：そお鹿児島農業協同組合
趣味：音楽鑑賞・手芸
休日の過ごし方：
　お気に入りの音楽を聴きながら、裁縫や編み物をしています。
今のお仕事はどうですか：
　優しくて頼れる同僚にかこまれて楽しく働いています。
夢は：大好きなバイオリニストのコンサートに行くこと。
先輩から一言（川崎さん）：
　いつも一生懸命仕事をしている税田さん。
　とっても笑顔も素敵♡これからも一緒に仕事と飲みと楽しもうね !
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（祝
昭和の日

）
■平成 22 年度シャンシャン馬・花嫁カップル募集！
　志布志市お釈迦祭り実行委員会では 4月 29 日（昭和の日）に開催す
る ｢しぶし・お釈迦祭り｣ の ｢シャンシャン馬・花嫁カップル｣ 5 組
を募集しています。花婿が馬に乗せた花嫁を引いてパレードするシャ
ンシャン馬行列に参加して一生に一度の思い出作りをしてみませんか。
■募集要項
①募集対象　	平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 4 月 30 日までに結婚、

もしくは　結婚予定のカップル。
②募集組数　	5 組「志布志市内在住の方を優先としますが、　市外枠

（原則１組）も設けます」
※応募多数の場合は、抽選といたします。
③募集締切　3月 26 日（金）当日消印有効
④決定方法　	申込みが 5組以上の場合は、申込者本人の（両名）出

席による ｢選考会（抽選会）｣ を開催し、決定します。
⑤参加費用　1組 3万円
⑥選考会及び決定者発表　4月 4日（日）
⑦リハーサル　　　　　　4月 25 日（日）（予定）
⑧その他
●	申込書は、志布志市観光特産品協会、市役所港湾商工課及び各支所地
域振興課にあります。
●	参加が決定したカップルは、4月 4日（日）に担当美容室と ｢花嫁
のかつら合せ｣ を行います。
●希望により、1組のみ仏前結婚式が挙げられます。
※詳細につきましては事務局までお問い合わせください。
■問い合わせ先　志布志市観光特産品協会事務局		℡ 479-3232

稚児行列参加者募集！
　志布志市お釈迦祭り実行委員会では、4月 29
日（昭和の日）に開催する ｢しぶし・お釈迦祭り
｣の｢稚児行列｣へ参加される方を募集しています。
　参加を希望される方は、下記までお申込みくだ
さい。
■募集要綱	
①対象　　　2歳から 3歳（体重 17Kg 以下）
②募集組数　18 組
③締切　定員になり次第、締め切ります。（先着順）
④参加費用　1組　3千円
⑤その他　　籠の担ぎ手は、参加者で手配をお願
いします。　　　　　　（2人）
■申込先　金

こんごうじ

剛寺　℡ 472-0125
※ 	4 月 29 日の 1週間ぐらい前に衣装の引渡し及
び説明会があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ～共生 ・協働 ・ 自立の社会づくりを目指して～

　　志布志市では、4 月 24 日を��合わせで、しぶしの日として、記念日を制定し、平成 19 年 4 月 24志布志市では、4 月 24 日を��合わせで、しぶしの日として、記念日を制定し、平成 19 年 4 月 24市では、4 月 24 日を��合わせで、しぶしの日として、記念日を制定し、平成 19 年 4 月 24
日に「 志

こころざし

のまち」を宣言しました。
　しぶしの日を記念して、「志」あふれる講演会を毎年開催しています。
●中学生による 100 文字で書く立志の志　　●第 1 回「志」エッセイコンテストの表彰志」エッセイコンテストの表彰」エッセイコンテストの表彰エッセイコンテストの表彰コンテストの表彰の表彰
●志あふれる記念講演会のほか楽しい企画を予定しています。
■期　日：平成 22 年４月 24 日（土）　　 ■場　所：志布志市文化会館ホール
■時　間：午後６時～（予定）（予定） ■入　場：無料
　　市民の皆さんの多数の参加をお待ちしています。
■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　℡ 474-1111（内 252・256） 志のシンボルマーク

か
ら
い
も
あ
め
作
り
に
参
加
し
て

　

知
り
合
い
に
誘
わ
れ
て
、
開
田
の
里

か
ら
い
も
あ
め
作
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
ギ
リ
ギ
リ
の
時
間
に
到
着
し
ド
ギ

マ
ギ
し
ま
し
た
。

　

20
㌔
の
か
ら
い
も
を
大
鍋
に
入
れ
、

カ
マ
ド
で
火
を
お
こ
し
、
ま
き
を
く
べ

て
煮
ま
し
た
。
温
度
計
で
測
り
な
が
ら

タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
麦
芽
を
投
入
！
一

時
間
ね
か
し
、
そ
の
後
袋
に
入
れ
て
絞

り
ま
す
。

　

そ
の
絞
り
汁
を
鍋
で
、
焦
げ
付
か
せ

な
い
よ
う
に
煮
詰
め
ま
す
。

　

ま
き
を
使
っ
て
い
も
飴
づ
く
り
は
、

火
の
調
整
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

指
導
者
の
方
の
協
力
で
約
６
㌔
の
見
事

な
飴
が
で
き
ま
し
た
。
素
敵
な
出
会
い

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
か
ら
い
も
あ
め
こ
53
歳
女
性
）

　
　
　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
に
役
立

つ
様
々
な
研
修
や
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
市
報
で
も
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
浴
券
に
つい
て

　

市
報
し
ぶ
し
2
月
号
で
は
温
泉
入
浴

券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
以
前
は
町
内
の
温
泉
の
入
浴
割
引

券
を
市
役
所
の
方
で
取
り
に
来
る
人
に

提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
あ
れ
ば
、
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
頃
は
、
振
り
込
め
詐
欺
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
訪
問
販
売
の
問
題

も
耳
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
老
人
が

一
人
で
い
る
時
を
ね
ら
っ
て
訪
問
販
売

が
来
る
よ
う
で
「
買
っ
て
く
れ
る
ま
で

帰
れ
な
い
！
」
等
と
い
う
台
詞
で
、
契

約
を
迫
る
よ
う
で
す
。

　

市
も
、
各
種
団
体
と
協
力
し
て
対
策

を
き
ち
ん
と
練
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
機
龍
改
45
歳
男
性
）

　
　
　

▼

�

温
泉
保
養
券
は
、
国
民
健
康
保
険
の

30
歳
以
上
の
加
入
者
及
び
後
期
高
齢
者

が
、
市
と
契
約
し
た
温
泉
保
養
所
を
利

用
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
庁
保
健
課
、
各
支
所
保
健
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
消
費
生
活
相
談

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
で
は
消
費
生
活

相
談
員
を
置
き
、
毎
月
、
市
報
で
も
様
々

な
事
例
や
対
策
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
相
談
日
も

紹
介
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ

き
お
困
り
の
際
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て

　

11
か
月
の
息
子
と
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
初
め
て
行
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
出
店
や
体
験
学
習
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
志
布
志
中
学
校
の
お
兄

ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
が
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
を
作
っ
て
み
せ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
勧
め
ら
れ
て
作
っ
て
み
ま
し

た
。
不
器
用
な
私
に
嫌
な
顔
ひ
と
つ
見

せ
ず
親
切
に
教
え
て
く
れ
、
作
っ
て
い

る
間
は
息
子
を
あ
や
し
て
く
れ
る
中
学

生
に
嬉
し
く
な
る
と
と
も
に
、
こ
ん
な

き
れ
い
な
心
の
持
ち
主
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
午
後
か
ら
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
見
よ
う
と
入
口
ま
で
行
っ
た
の
で
す

が
、
急
な
階
段
で
子
ど
も
も
眠
っ
て
お

り「
こ
れ
じ
ゃ
見
る
こ
と
は
無
理
か
な
」

と
、
諦
め
て
帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
40
歳
位
の
男
性
が
声

を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
会
場
ま
で
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
見
や

す
い
場
所
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
良
い
ま
ち
に
住
め
た
私
は
幸
せ

だ
な
ぁ
と
改
め
て
思
う
1
日
で
し
た
。

　
　
（
優
心
マ
マ
さ
ん
34
歳
女
性
）

　
　
　

▼

�

温
か
い
「
志
」
が
あ
ふ
れ
る
中
学
生

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
全
体
に
こ

の
よ
う
な
「
志
」
が
あ
ふ
れ
て
、
も
っ

と
良
い
ま
ち
に
な
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※	読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。（今月は 8通のお便りをいただきました）

市制 5 周年記念



国
民
年
金
保
険
料
が
か
わ
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
29
年
度

ま
で
毎
年
度
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年
度
（
平

成
22
年
４
月
か
ら
23
年
３
月
ま
で
）
の

保
険
料
は
、月
額
１
万
５
１
０
０
円（
年

額
18
万
１
２
０
０
円
）と
な
り
ま
し
た
。

■��

納
付
書
（
現
金
納
付
）
に
よ
る
前
納

割
引
に
つ
い
て

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、
割

引
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替

に
よ
る
お
支
払
い
方
法
及
び
割
引
額
に
つ

い
て
は
、
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

の
で
、
今
月
号
で
は
納
付
書（
現
金
納
付
）

に
よ
る
割
引
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
付
書
で
平
成
23
年
３
月
ま
で
の
保

険
料
を
前
納
さ
れ
る
場
合
、
次
の
表
の

と
お
り
前
納
さ
れ
る
月
に
よ
り
、
割
引

額
が
変
わ
り
ま
す
。

（
例
）
５
月
に
前
納
す
る
場
合
、
５
月

～
３
月
ま
で
の
保
険
料
16
万
６
１
０
０

円
か
ら
割
引
額
２
６
８
０
円
を
差
し
引

い
た
金
額
16
万
３
４
２
０
円
を
納
付
書

に
よ
り
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
前
納
さ
れ
る
場
合
、
割
引
さ
れ
た
額

が
記
入
さ
れ
た
納
付
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
市
役
所
又
は
鹿
屋
年
金
事

務
所
（
℡
０
９
９
４
ー
42
ー
５
１
２
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■  

会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は　

国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　

会
社
な
ど
に
勤
め
、
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
直
接
納
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
が
加
入
者
に
代
わ
っ
て
国

民
年
金
に
必
要
な
費
用
を
負
担
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
を
国
民
年

金
の
第
２
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
退
職
後
、
ど
こ
に
も
就
職

さ
れ
な
い
場
合
は
、
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
種
別

変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号

被
保
険
者
）
の
方
も
、
第
１
号
被
保
険
者

へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
及
び
厚
生
年
金
保

険
資
格
喪
失
連
絡
票
（
公
務
員
等
の
場

合
に
は
辞
令
）
を
お
持
ち
の
う
え
、
市

役
所
年
金
係
又
は
年
金
事
務
所
へ
「
国

民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
手

続
き
も
で
き
ま
す
。）

■
退
職
（
失
業
）
時
の
特
例
免
除

　

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
に
つ
い

て
、
退
職
し
た
時
や
失
業
し
た
時
に
は

特
例
で
免
除
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
役
所
又
は
鹿
屋
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

本
庁
　
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）
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農地法等に基づく利用権設定のお願いについて

　本市では、国営及び県営畑かん事業の中で認定農業者
等の担い手農家の農用地利用集積事業に取り組んでいま
す。
　この事業は「担い手農家の畑かん対象地区内の経営農
地面積を、事業採択時から事業完了年度までの間に、お
おむね 30％増やす」ことを目的とした事業ですが、現時
点では県営事業の曽於南部地区（有明地区）は目標値を
達成したものの、曽於東部地区（松山地区、志布志地区）
では目標値に達していません。（※事業完了年度は、曽於
東部地区が平成 23 年度です。）
　この経営農地面積の調査につきましては、農業委員会
の農家台帳で確認することになっておりますが、農地法
及び農業経営基盤強化促進法（以下、農地法等）による
利用権設定の手続きをされずに、個人間で口頭での貸し
借りや個人間で契約書を取り交わしている場合などは、
担い手農家が実際に借りて耕作されていても、農家台帳
への記載がないために経営農地面積に加えることはでき
ません。
　担い手農家の皆様は、農用地の集積・規模拡大等に鋭
意取り組まれていると思いますが、安定した営農計画を
策定する場合の農用地の貸し借りについては、農地法等
に基づく利用権設定からと言われています。また、各種

補助事業を導入する場合でも利用権設定をしていないと
受けられない事業があります。
　農用地を貸し借りされる場合には、必ず農業委員会で
農地法等に基づく利用権設定の手続きを行っていただき
ますようお願いします。
　今後、畑かんの水利用推進と農用地利用集積事務のた
めに、職員が戸別訪問する場合がございますので、畑か
ん事業へのご理解ご協力を賜りますようよろしくお願い
します。
　なお、詳しいことについては、お気軽に下記までお問
い合わせください。
■問い合わせ先
　市役所農政課畑かん推進室　℡ 474-1111（内線 431）
　市農業委員会　　　　　　　℡ 487-2111（松山支所内）

前納する月による割引額
前納月 割引額（円）
22年4月 3,220

5月 2,680
6月 2,200
7月 1,760
8月 1,370
9月 1,030

10月 740
11月 490
12月 290

1月 150
2月 50
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申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
つ
き
ま
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で

は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。

畑地かんがい事業のお知らせ

畑かんで安定した農業経営を！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市の人口　１月 31 日現在
人　口	 34,437 人	 	 （△ 14）
男　性	 16,246 人	 	 （△ 3）
女　性	 18,191 人	 	 （△ 11）
転　入	 67 人	 　転　出	 　62 人
出　生	 23 人	 　死　亡	 　42 人
世帯数	 15,651 戸	 	 （△ 14）

志布志港　平成 21 年 12 月分

　①入港隻数　61 隻（日本 0、外国 61）
　②輸出	 10 億 63 百万円
　③輸入	 80 億 09 百万円

資料　鹿児島税関支署
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　市では、市税等の口座振替を推進しております。この機会に安心・確実・便利な口座振替をご利用ください。
ご希望がありましたら自治会単位で口座振替の手続き等について説明に伺います。

安心・確実・便利な口座振替をご利用ください

平成 22 年 4 月からの納付書等の送付について
　昨年度からそれぞれの税目ごとに第１回目発送時に１年間分を送付しております。
　平成22年度の市税等の納付書等につきまして、それぞれの税目ごとの具体的な発送方法についてお知らせします。
■固定資産税　■軽自動車税
　５月に第１期から第４期分をまとめて、軽自動車税は全期分を送付します。
■市・県民税　６月に第１期から第４期分をまとめて送付します。
■国民健康保険税　■後期高齢者医療保険料　■介護保険料
　４月に第１期から第２期（仮算定）分を、７月に第３期から第１０期（本算定）分を送付します。
■変更があった場合は？
　	年度途中で各税目等に異動があった場合は、税額を変更した納税通知書が改めて送付されます。二重納付になら
ないようまた、前の納付書で納税されないよう、納税の際には十分ご確認をお願いします。
■納付書等保管袋をお渡しします
　	平成 22 年度の納付書等の管理をするために「納付書等保管袋」を作成しお渡しします。保管、納税のご確認に
ご使用ください。

■問い合わせ先　志布志市役所税務課　℡ 474-1111（内線 142、143、147、148）

平成 22 年度　納付書等発送予定、納期日一覧表
該当分の納付書が送られてきます 固定資産税 市・県民税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料

4 月月 国民健康保険税・介護保険料・後
期高齢者医療保険料の1期・2期

1 期期
4 月 26 日（月）
4月 30 日（金）

1 期期
4 月 26 日（月）
4月 30 日（金）

1 期期
4 月 26 日（月）
4月 30 日（金）

5 月月 固定資産税１期～４期
軽自動車税全期

1 期期
5 月 25 日（火）
5月 31 日（月）

1 期期
5 月 25 日（火）
5月 31 日（月）

6 月月 市・県民税 1期～ 4期
1 期期

6 月 25 日（金）
6月 30 日（水）

2 期期
6 月 25 日（金）
6月 30 日（水）

2 期期
6 月 25 日（金）
6月 30 日（水）

2 期期
6 月 25 日（金）
6月 30 日（水）

7 月月 国民健康保険税・介護保険料・後
期高齢者医療保険料の3期～10期

2 期期
7 月 26 日（月）
8月 2日（金）

3 期期
7 月 26 日（月）
8月 2日（金）

3 期期
7 月 26 日（月）
8月 2日（金）

3 期期
7 月 26 日（月）
8月 2日（金）

8 月月
2 期期

8 月 26 日（水）
8月 31 日（火）

4 期期
8 月 26 日（水）
8月 31 日（火）

4 期期
8 月 26 日（水）
8月 31 日（火）

4 期期
8 月 26 日（水）
8月 31 日（火）

9 月月
3 期期

9 月 27 日（月）
9月 30 日（木）

5 期期
9 月 27 日（月）
9月 30 日（木）

5 期期
9 月 27 日（月）
9月 30 日（木）

5 期期
9 月 27 日（月）
9月 30 日（木）

10月月
3 期期

10月25日（月）
11 月 1日（月）

6 期期
10月25日（月）
11 月 1日（月）

6 期期
10月25日（月）
11 月 1日（月）

6 期期
10月25日（月）
11 月 1日（月）

11月月
4 期期

11月25日（木）
11月30日（火）

7 期期
11月25日（木）
11月30日（火）

7 期期
11月25日（木）
11月30日（火）

7 期期
11月25日（木）
11月30日（火）

12月月
4 期期

12月27日（月）
12月27日（月）

8 期期
12月27日（月）
12月27日（月）

8 期期
12月27日（月）
12月27日（月）

8 期期
12月27日（月）
12月27日（月）

1 月月
9 期期

1 月 25 日（火）
1月 31 日（月）

9 期期
1 月 25 日（火）
1月 31 日（月）

9 期期
1 月 25 日（火）
1月 31 日（月）

2 月月
10 期期

2 月 25 日（金）
2月 28 日（月）

10 期期
2 月 25 日（金）
2月 28 日（月）

10 期期
2 月 25 日（金）
2月 28 日（月）

上段：期　別
中段：口座振替　日下段：納期限
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土地台帳の閲覧制度の変更について
～土地台帳の閲覧が４月 1 日から写しの交付に変更になります～

　土地台帳は、これまで固定資産課税台帳の補助簿的な台帳として、固定資産の課税履歴を参照することを主な目的に、

法務局の登記簿をもとに作成され、課税事務上で使用されてきました。併せて一般の閲覧にも供してきました。

　平成 22 年４月１日から土地情報の電算化に伴い土地台帳の閲覧方法が変わります。今までは紙台帳で閲覧に供してい

たものを、電算システムから記載事項を出力し、写しの交付をすることになります。

　これは、鹿児島県地方法務局曽於出張所と同じ交付となります。

　申請は今までどおりですが、一筆ごとの交付となり、手数料は一筆につき 200 円になります。

■問い合わせ先　税務課地籍管理係　℡ 474-1111（内線 157）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
度
末
多
忙
の
時
期
で
す
が
、
申
告

手
続
き
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
含
む
）
及
び

二
輪
の
小
型
自
動
車
（
以
下
「
軽
自
動

車
等
」
と
い
う
。）
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
が
住
所
変
更
を
し
た
り
、
廃
車
又

は
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
つ
ど
申
告

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
住
所
変
更
や
軽
自
動
車
等
の
廃

車
・
譲
渡
が
多
い
時
期
で
す
の
で
、
手

続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
が
死

亡
し
て
い
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
等
を

ま
だ
相
続
者
等
が
使
用
す
る
場
合
は
、

名
義
変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、

使
用
し
な
い
場
合
は
、
廃
車
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
■
問
い
合
わ
せ
先　

●
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
税
務
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

●
志
布
志
支
所
税
務
課
税
務
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

軽自動車等の車種別の問い合わせ先
　車　　　　種  　手続き・問い合わせ先
原動機付自転車（125cc 以下）
小型特殊自動車（農耕用含）
ミニカー

市役所税務課� ℡ 474-1111（内線 144）
松山支所地域振興課� ℡ 487-2111（内線 223）
志布志支所税務課� ℡ 472-1111（内線 233）

軽自動車
（社）全国軽自動車協会連合会　鹿児島県事務取扱所
� ℡ 099-261-4011
軽自動車検査協会鹿児島事務所�℡ 099-262-0606

126㏄～ 250cc 以下の二輪車 （社）全国軽自動車協会連合会		鹿児島県事務取扱所
� ℡ 099-261-4011

250cc を超える二輪車 九州運輸局鹿児島運輸支局	� ℡ 050-5540-2089
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廃車と
名義変更は 3 月中
にお願いします！

使
っ
て
実
感
！

ネ
ッ
ト
で
申
告
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
国
税
に

関
す
る
各
種
手
続
（
①
所
得
税
、
法
人

税
、
消
費
税
、
酒
税
及
び
印
紙
税
の
申

告
、
②
す
べ
て
の
国
税
の
納
税
、
③
納

税
証
明
書
の
交
付
請
求
及
び
法
定
調
書

の
提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
等
）
が
で

き
ま
す
。

■
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
情
報
は
、

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い

　

利
用
開
始
の
手
続
、
利
用
時
間
、
パ

ソ
コ
ン
の
環
境
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト

の
操
作
方
法
、
よ
く
あ
る
質
問
な
ど
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
最
新
の
情
報
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
RL=http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

軽
自
動
車
税
の
申
告
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！



ストップ滞納 固定資産税の縦覧及び閲覧制度について
縦覧制度
　縦覧制度は納税義務者等が土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿により、市内の他の土地・家屋の評価
額をご覧いただき、自己の所有する土地・家屋の評価額が適正であるかどうかを確認していただく制度です。	
　自己所有する資産が土地のみの場合は土地の、家屋のみの場合は家屋の、両資産を所有する方は土地・家屋の両
方の縦覧帳簿を縦覧することができます。

縦覧帳簿による縦覧

　縦覧期間 4月 1日（木）～５月 31 日（月）まで（土・日曜・祝日等の閉庁日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分

　縦覧場所 本庁税務課、志布志支所税務課、松山支所地域振興課
※内容についての詳細なお問い合わせは、本庁税務課固定資産税係までお願いします。

　手　数　料 　無　料

　縦覧できる方
･土地家屋を所有する納税義務者（免税点以下の方を除く）
・納税義務者と同居の親族
・納税管理人及び相続人代表者

　縦覧できる内容
土地 土地所在地番、課税地目、課税地積、評価額

家屋 家屋番号、所在地、用途、構造、床面積、評価額

　お持ちいただく物 運転免許証等の本人確認書類

閲覧制度
　納税義務者等が自己の資産について固定資産課税台帳に登録された内容を確認できる制度です。

固定資産課税台帳の閲覧

閲覧期間 通年（土・日曜・祝日等の閉庁日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分

閲覧場所 本庁税務課、志布志支所税務課、松山支所地域振興課
※内容についての詳細なお問い合わせは、本庁税務課固定資産税係までお願いします。

手　数　料 １件 200 円（平成 22 年４月１日（木）～５月 31 日（月）までは無料）

閲覧できる方
納税義務者
納税義務者と同居の親族　
納税管理人及び相続人代表者　

閲
覧
で
き

る
内
容

所有する資産の課
税台帳を閲覧でき
ます。

必
要
な
も
の

運転免許証等の
本人確認書類

備　　　考
（１）平成 20 年 6月２日より閲覧する際に運転免許証等の本人確認書類が必要となっております。
（２）代理人の場合は、委任状と代理人本人の運転免許証等の本人確認書類が必要です。
（３）法人の場合は、代表者印を押印した申請書または委任状が必要です。

■問い合わせ先　本庁税務課　固定資産税係　　　℡ 474-1111 内線（内線 154・155・156）
　　　　　　　　松山支所　　地域振興課税務係　℡ 487-2111 内線（内線 222・223）
　　　　　　　　志布志支所　税務課税務係　　　℡ 472-1111 内線（内線 231・232・233）

　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正な滞納処
分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。

   差押を実施した人数　２１８人２１８人
（平成 21 年４月～平成 22 年２月４月～平成 22 年２月月～平成 22 年２月２月月）

■差押の内容　●給与　43 人　●預貯金　58 人　●不動産　73 人　●債権　43 人　●動産　1 人

■タイヤロックによる差押予告書の発送（随時）　■過年度滞納者への差押予告書の発送（随時）
※納税は国民の三大義務のひとつです。税金は、国及び地方公共団体の財政収入の大部分を占め、国及び地方
公共団体の活動の基礎をなすものであることから、税金の徴収は、国及び地方公共団体の財政力を確保する上
で最も重要性を有するものです。
　また、税負担の公平性という考え方からも、納税は極めて重要であり、税債権を確保するために差押や納税
義務の拡張などさまざまな内容を強制的に執行することができます。
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不動産公売会について
　3月５日、午前 9時から市役所本庁において不動産公売を実施しました
が、不成立となったため再度開催いたします。
　日程等につきましては決定しましたらお知らせいたします。
■公売会を行った物件
番号 場　　所　　　　　 地目及び現況

1 志布志町安楽字金ヶ迫　ほか２筆 畑、雑種地
2 有明町野神字毛七　ほか３筆及び建物 宅地
3 志布志町帖字中道　ほか２筆 畑、公衆用道路

滞納税額の圧縮に向けてのぼりを作りました
　これまで市税務課では、上記の差押処分やタイヤロック装置の導入
に加え、動産や不動産の公売会による差押物件の売却など、月に平均
すると約 20 人前後の滞納者への滞納処分等を実施しておりますが、
滞納者数はなかなか減少傾向にありません。
　そのため、滞納税額の圧縮に向けた取組の一環として、今回、左の
ような「のぼり」を作成し、市内各所に設置いたしました。
　今後も悪質な滞納者（納入意識が極端に低い者）には、のぼりにも
記載されているように厳格・公正な滞納処分を実施し、滞納税額の圧
縮を図ってまいります。

納税相談について

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い方など、本庁・各支所の税務窓口に
て随時納税相談を実施しております。
　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、やむなくあなた
の財産（給料、預金、不動産など）を差押えることになります。（法律では、「督促状を発した日から起算して 10 日を
経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差押えなければならない」と定められています。）
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a
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n
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飲酒運転追放の看板設置について
～飲酒運転は犯罪です～
　志布志警察署では、志布志地区交通安全協会と合同で「飲酒運転追放」の看板
を志布志市役所出入口の県道 523 号線沿いに設置し、飲酒運転根絶の気運の醸成
を図ることにしました。
　県下では、昨年中 619 人の方が飲酒運転で検挙されており、志布志警察署管内
でも依然として、飲酒運転による交通事故が発生しております。飲酒運転は、重
大事故につながる恐れがあるばかりか、社会的にも許されない重大な犯罪です。
●「運転する人には酒はすすめません」●「酒を飲んだ人には車は貸しません」
等の「飲酒運転 8（やっ）せん運動」を住民総ぐるみで展開し、飲酒運転を根絶
しましょう。
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平成21年度 滞納処分等実施状況について

のぼりで滞納税額の圧縮を呼びかけています
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70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
民
健

康
保
険
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
70
歳
以
上

75
歳
未
満
の
方
の
う
ち
現
役
並
み
所
得

者
（
お
お
よ
そ
住
民
税
課
税
所
得
で

１
４
５
万
円
以
上
）
以
外
の
方
は
、
医

療
費
の
自
己
負
担
が
２
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
制
度
が

凍
結
さ
れ
、
平
成
23
年
３
月
ま
で
１
割

に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
国
保
の
保

険
証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
４
月
か
ら
使
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

保
険
証
に
つ
い
て
は
返
却
さ
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４
月
に
な
り
ま

し
た
ら
ご
自
分
で
破
棄
さ
れ
ま
す
よ
う

併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

※
現
在
、
現
役
並
み
所
得
者
の
方
で
、
自

己
負
担
が
３
割
の
方
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

（
内
線
１
２
３
～
１
２
５
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
保
健
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

●
松
山
支
所
市
民
課
保
健
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
で
す
か
？

　

今
年
度
の
、
狂
犬
病
予
防
注
射
集
合

注
射
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
動
物
病
院

等
で
は
引
き
続
き
注
射
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
狂
犬
病
予
防
法
違
反
で
検

挙
さ
れ
た
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。
犬

の
登
録
を
し
な
か
っ
た
り
、
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

20
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
怖
い
の

が
狂
犬
病
そ
の
も
の
で
す
。
も
し
、
狂

犬
病
に
感
染
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
死

に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

※
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
は
、
志
布
志

保
健
所
ま
た
は
志
布
志
市
役
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
志
布
志
保
健
所

　

℡
４
７
２
ー
１
０
２
１

●
市
役
所
市
民
環
境
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

財
務
諸
表
を
作
成
し
ま
し
た

　

平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
志
布

志
市
の
普
通
会
計
及
び
特
別
会
計
並
び

に
関
係
団
体
等
を
連
結
し
た
「
貸
借
対

照
表
」、「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」、「
資

金
収
支
計
算
書
」、「
純
資
産
変
動
計
算

書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
新
地
方
公
会
計
制
度
研
究

会
報
告
書
」
を
踏
ま
え
、
国
の
作
成
基

準
に
準
拠
し
、
複
式
簿
記
の
考
え
方
の

導
入
を
図
り
「
総
務
省
方
式
改
定
モ
デ

ル
」を
活
用
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

志
布
志
市
の
普
通
会
計
に
お
け
る
市

民
一
人
当
た
り
の
資
産
は
約
１
９
４
万

円
で
、
負
債
は
約
85
万
円
、
純
資
産
は

約
１
０
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
行
政

コ
ス
ト
は
約
50
万
円
で
経
常
収
益
は
約

１
万
円
、
純
資
産
変
動
額
は
約
△
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
志
布
志
市
で
は
、
普
通
会
計

で
行
っ
て
い
る
事
業
の
ほ
か
に
、
特
別

会
計
を
設
け
て
行
っ
て
い
る
事
業
が
あ

る
た
め
、
普
通
会
計
と
特
別
会
計
を
連

結
し
た
財
務
諸
表
も
作
成
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
と
か
か
わ
り
の
あ
る
一

部
事
務
組
合
や
公
社
・
三
セ
ク
ま
で
連

結
し
た
連
結
財
務
諸
表
も
作
成
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.shibushi.lg.jp/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
財
務
課
財
政
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

ふ
れ
あ
い
農
園
で
家
庭
菜
園

づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
志
布
志
町
上
昭
和
地
区
に

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
へ
の
入
園
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
期
間
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
で
１
年

毎
の
契
約
に
な
り
ま
す
。
農
園
の
１
区

画
当
た
り
の
面
積
は
約
27
㎡
で
、
入
園

料
は
年
額
１
５
０
０
円
で
す
。

　

入
園
を
希
望
の
方
は
、
３
月
23
日

（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
入
園
希
望
者
が
多
数
の
時
は
、
抽

選
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
み
先

　

志
布
志
支
所
産
業
振
興
室
農
政
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

「
花
い
っ
ぱ
い
見
学
会
」

　

参
加
者
募
集
！

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
部
に
入
賞
し
た
花
壇
の
見

学
会
（
バ
ス
旅
行
）
を
行
い
ま
す
。

　

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
集
合
場
所　

志
布
志
支
所　

駐
車
場

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
６
）

延　長

平
成
22
年
３
月
ま
で

自
己
負
担
１
割

平
成
23
年
３
月
ま
で

自
己
負
担
１
割

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
て

い
る
皆
様
へ

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
16
年
1
月
29

日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
有
効

期
間
が
手
続
き
の
日
か
ら
起
算
し
て
3

年
間
で
す
。（
電
子
証
明
書
は
有
効
期

間
が
満
了
す
る
と
失
効
し
ま
す
）

●�

失
効
し
た
場
合
に
は
、
国
税
の
電
子

申
告
な
ど
の
電
子
申
請
・
届
出
に
使

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●�

更
新
を
希
望
す
る
方
は
、
市
役
所
・

支
所
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

更
新
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
は
、
現

在
の
電
子
証
明
書
は
直
ち
に
失
効
し

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
電
子
証
明
書

の
有
効
期
間
は
手
続
き
の
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
間
で
す
。

●��

な
お
、
現
在
の
電
子
証
明
書
が
失
効

し
た
後
で
も
、
新
し
い
電
子
証
明
書

の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証

明
書
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

１
．
受
付
場
所

　

市
役
所
市
民
環
境
課
市
民
係
、
お
よ

び
志
布
志
支
所
・
松
山
支
所
の
市
民
課

市
民
係

２
．
受
付
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
土
曜
、
日

曜
、
祝
日
を
除
く
）

３
．
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ

　
　

れ
た
住
基
カ
ー
ド

　

・
本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
資
料

（
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
例
：
写

真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

　

・
発
行
手
数
料　

５
０
０
円

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
市
民
環
境
課
市
民
係　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

●
松
山
支
所
市
民
課
市
民
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

●
志
布
志
支
所
市
民
課
市
民
係　

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

商
店
主
・
業
者
の
み
な
さ
ん
へ
。

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

市
で
は
、
市
や
市
の
施
設
な
ど
で
品

物
を
購
入
す
る
場
合
な
ど
、
取
引
き
を

行
う
場
合
の
相
手
方
の
登
録
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
～
課
に
商
品
を
納
め
る
」

「（
市
の
施
設
）
が
う
ち
の
店
か
ら
買
っ

て
る
」
な
ど
の
場
合
は
、
登
録
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
『
登
録
申
請
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
、

市
は
皆
様
方
か
ら
商
品
な
ど
を
購
入
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。』

　

商
店
・
業
者
の
み
な
さ
ま
で
、
２
年

に
１
度
の
申
請
を
ま
だ
行
っ
て
お
ら
れ

な
い
場
合
は
、
至
急
、
左
記
ま
た
は
納

品
先
の
担
当
者
に
お
問
合
せ
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
回
、
物
品
購
入
関
連
の
当
初
の
申

請
の
締
め
切
り
を
３
月
26
日
到
着
分
ま

で
と
し
、
出
来
る
限
り
こ
の
期
間
に
申

請
・
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
が
、

随
時
の
受
付
も
５
月
頃
よ
り
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
も
左
記
の

場
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

よ
り
入
手
も
可
能
で
す
の
で
、
必
要
書

類
を
揃
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
財
務
課
契
約
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
・
２
４
５
）

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
５
５
）
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韓国へ旅行される皆様へ
家畜の悪性伝染病（口蹄疫）

が発生しています。

韓国からの生肉、肉製品
（ソーセージ、ハム、ベーコンなど）の

NO!NO!
日本への持ち込みは、
禁止されています。
日本への持ち込みは、
禁止されています。
免税店 でお買い求めになったものでも

日本へ持ってはいることができません。

お願い !
韓国において家畜を飼養している農場などへの立ち入
りは避けてください。やむを得ず農場などの家畜関連
施設へ立ち入られた方は、日本到着後に必ず動物検疫
カウンターにお申し出ください。皆様のご協力をお願
いいたします。

詳しくは、下記へお問い合わせください。

農林水産省　動物検疫所
成田支所  0476-34-2342
名古屋支所　052-651-0334
関西空港支所　0724-55-1956

神 戸 支 所  078-222-8991
門 司 支 所  093-321-1116
沖 縄 支 所  098-861-4370

横浜本所　045-751-5921
口蹄疫は、ウイルスが原因で起こる牛、豚、羊、山羊などの急
性の伝染病です。仮に感染した動物の乳肉を摂取しても人の健
康に影響はありませんが、伝染力が強く畜産業に与える影響が
大きいことから、国民全体で協力して侵入を防がなければなら
ない家畜伝染病のひとつとされています。

市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
枠
数
は
毎
月

８
枠
以
内
と
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
広

告
掲
載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

（
内
容
を
審
査
の
上
掲
載
の
可
否
を
通

知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。
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■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されてい
た水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

４月から県大隅地域振興局の体制が変わります

　平成 22 年４月から農林水産部曽於支所、建設部曽於支
所の業務が本所（鹿屋市）に集約され、曽於庁舎に支所・
駐在機関が設置されます。
　これに伴い、3月 31 日で代表電話が廃止されますので、
下記の部署に御用のある方は 4月 1 日以降、直通電話に
おかけください。
■総務企画部県税課曽於総務分室　　　	 ℡ 482-1121
■曽於畑地かんがい農業推進センター	 ℡ 482-2547
■農林水産部駐在（林業）	 ℡ 482-0492
■建設部駐在	 ℡ 482-0481
※詳細につきましては下記までお問い合わせください。
 問い合わせ先　県大隅地域振興局総務企画課　℡ 0994-43-3106

多文化体験サロン　　世界の食を冒険しよう

第１回　不思議なフルーツを食べよう
　食べてびっくりのミラクルフルーツ、不思議な形をした
珍しいフルーツなどを体験。
■日時　３月１４日（日）14:00-15:30
第２回　フルーツの王様ドリアン＆女王様マンゴスチンを食べよう
　ドリアンの独特な刺激臭と濃厚な味、マンゴスチンの上
品な甘さを楽しみます。
■日時　４月４日（日）14:00-15:30
第３回　シュールストレミングを食べよう
　世界一臭いといわれているスウェーデンの魚の缶詰に
チャレンジ！
■日時　４月１８日（日）14:00-15:30
■参加費（各回）小学生以上 400 円、幼児無料
■定員（各回）40 人（先着順）、要予約
 問い合わせ・申し込み先
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡ 0994-45-3288　 Fax 0994-45-3258
　e-mail：kapic111@po3.synapse.ne.jp
　http://www3.synapse.ne.jp/kapic/
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基礎演習科　受講生募集

■講座の内容
　ビジネスアプリケーションを十分に理解し、戦略的に活
用できることを目指すとともに、Web ページの作成・保守
技術、経理事務の実践技能を学習します。また、ワークガ
イダンス（自分理解、職業意識、人間関係スキル）や職場
体験を通して、今後のキャリア形成の方向性を確立します。
■応募資格　就職意欲のある方
■講座名　　基礎演習科
■訓練期間　　4月 27 日（火）～ 10 月 26 日（火）（６か月）
　毎週月～金　9:00 ～ 16:00（土日祝は休校となります）
■訓練実施場所　　鹿屋ビジネス専門学校
　鹿屋市白水町 281　
■募集期間　3月 1日（月）～ 3月 26 日（金）
■募集定員　20 人
■選考日　　平成 22 年４月２日（金）
■申込先
　公共職業安定所（ハローワーク）にて、キャリアコンサ
ルティングを受けた後、鹿屋ビジネス専門学校へ申し込ん
でください。
　受講料無料。ただし、教材費 15,000 円程度が必要です。
 問い合わせ先　鹿屋ビジネス専門学校　℡ 0994-46-5088

NPO 法人くろしお会 みのり福祉作業所のご案内
～メンバーを募集しています～

　みのり福祉作業所は・・・心身に障害や病気のある方、
なかなか出かけられる場所がなくて家に引きこもりがちに
なっている方などの思いを、お手伝いしたいと思い始めた
作業所です。
　作業生の体調や希望に添い、家庭的な雰囲気を大切に活
動中です。
　ぜひ、一緒に楽しい時間を過ごしてみませんか？
　見学だけも大歓迎です。どうぞご連絡ください。
■作業内容
●	資源物回収・リサイクル事業（缶の仕分け、ペットボト
ルのラベル取り、雑誌等の梱包など）
●	農作物の栽培、収穫、販売
※他にも陶芸教室等、楽しいプログラムがあります。　
 問い合わせ先　みのり福祉作業所（代表：大崎辰夫）
　　　　　　　℡・Fax 477-2111
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環境審議会委員を募集します

今、私たちの環境を取り巻く状況は、地球温暖化、廃棄物
問題、化学物質による環境汚染、希少野生動植物の保護な
ど複雑・多岐にわたっています。
　これらの問題の解決には、県民一人ひとりが身近なとこ
ろから環境保全への取り組みを実践し、環境への負荷の少
ない循環を基調とする社会の実現や人と自然が調和する地
球にやさしい社会の実現を図っていかなければなりません。
　県では、鹿児島県環境審議会に住民の目線から鹿児島の
環境保全について、真剣に考え熱意ある方の参加を求める
ため、委員を公募します。
■資格　県内に居住する 20 歳以上で自ら応募する方
■募集期間　3月 26 日まで
※	その他詳細については鹿児島県のホームページをご覧く
ださい。（http://www.pref.kagoshima.jp/）

 問い合わせ先　鹿児島県環境部環境企画課企画調整係
 ℡ 099-286-2587 E-mail : kk-kikaku@pref.kagoshima.lg.jp

交通事故無料定期相談会開催

■日時　3月 24 日（水）　4月 14 日（水）10:00 ～ 16:00
■場所　サンポートしぶしアピア 1階　特設コーナー
　被害者の被った被害額について、提示された保険金や過
失割合は妥当なのか？など、不安や疑問をお持ちの方に専
門のスタッフがお答えします。
 問い合わせ先
　NPO 法人交通事故被害者救済推進協会
　℡ 0994-65-6405

海上保安庁 JCG クルーズ in 錦江湾 2010
～大型巡視船による体験航海に約 2000 名様をご招待～

　大型巡視船に乗船して、巡視船・航空機及び関係機関に
よる海難救助、不審船対応訓練などを昨年を上回る躍動的
で力強い迫力でご覧いただきます。
■日時　５月 15 日（土）・16 日（日）
■応募方法
　往復はがきに乗船希望日及び乗船希望者全員（最大 5名
まで）の氏名・年齢・電話番号を明記のうえ、第十管区海
上保安本部総務部総務課までご応募下さい。小学生以下は、
保護者の同伴が必要です。なお、応募者多数の場合午後 1	
時～	午後 4時（両日とも 1回のみの乗船となります）
■乗船場所
　鹿児島本港区北埠頭ヘリコプター 1機搭載型巡視船は抽選
とし、抽選結果を 4月下旬に返信用はがきでお知らせします。
■募集人数　約 2000 名（2日間合計）
■募集締め切り　４月 12 日（月）【当日消印有効】
 問い合わせ・申込先　第十管区海上保安本部総務部総務課
　〒 890-8510 鹿児島市東郡元町 4-1  ℡ 099-250-9800（代表）
　ホームページ： http://www.kaiho.mlit.go.jp/10kanku

2011 年 7 月 24 日でアナログ放送は終了します！（不明な点はデジサポまで）
■問い合わせ先　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター　℡ 0570-07-0101・℡ 03-4334-1111
　　　　　　　　（平日 9 時～ 21 時、土日、日曜、祝日 9 時～ 18 時）

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成21年12月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２８８，２４８，８９０円
12月末国保加入者数 １１，６３７人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２４，７７０円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２０，７９８円
個 人 負 担 額 ３，９７２円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さん
が医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が
支払った医療費です。
　医療費総額の約84.0％を市（国保）が負担しています。

３月
 ４月

14日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
21日 石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
22日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
28日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  びろうの樹整形外科（整形外科・内科） ℡471-6611
 ４日 大山病院（内科） ℡472-1400
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
11日 ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
  山口内科（内科） ℡473-1188
18日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡471-6611

3月・4月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

3月

4月

■松山地区　
３ 月	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
４ 月	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
■志布志地区
３ 月９日～３月 15 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
３ 月 16 日～３月 22 日	 山本組	 ℡ 472-1101
３ 月 23 日～３月 29 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
３ 月 30 日～４月 ５ 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
４ 月 ６ 日～４月 12 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
４ 月 13 日～４月 19 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
４ 月 20 日～４月 26 日	 山本組	 ℡ 472-1101
■有明地区
３ 月７日～３月 13 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
３ 月 14 日～３月 20 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
３ 月 21 日～３月 27 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
３ 月 28 日～４月 ３ 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
４ 月 ４ 日～４月 10 日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
４ 月 11 日～４月 17 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
４ 月 18 日～４月 24 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
■水道局からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなるこ
とがあり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日
常生活において、晴天なのに路面が濡れているなどあり
ましたら情報提供のご協力をお願いします。
■問い合わせ先　水道局工務係　℡474-1111（内線483）

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

麻しん風しん混合4期予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
麻しん風しん混合４期予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

麻しん風しん混合4期予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

293/13

東九州自動車道（曽於弥五郎IC～末吉財部IC間）開通式
　　　　（12:30～ 大隅文化会館・曽於弥五郎IC内）

14 30

3115

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※1
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター）
消費生活相談（10:00～15:00 老人福祉センター）
市内中学校卒業式

16

女性支援相談室（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

1歳6か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　  （13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

17

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
つどいの広場（10:00～12:00 安楽公民館）

18

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
麻しん風しん混合４期予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室要予約）※2
市内小中学校入学式
女性支援相談室（13:00～17:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）

(月)

(火)

特設人権相談所（10:00～15:00 本庁隣有明改善センター）
2歳児歯科検診（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）

19

20

春分の日
21

振替休日
22

(土)

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(月)

(土)

(日)

(土)

(日)

(火)

(日)

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
市内小学校卒業式
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

24

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
25

子育て講座（10:30～12:00 子育て支援センターはぐくみ）
26

27

28

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

日曜当番医は○○ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(月)

(火)

(水)

(木)

4/1
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3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9：30～12：00 松山支所市民課窓口）(水)

14

13

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡	099-474-1111　Fax	099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
● 4 月号は 4月 12 日に発行予定です。
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